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個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
の
活
用

─
─
西
ア
ジ
ア
の
調
査
事
例
か
ら
─
─

長

尾

琢

磨

１
．
は
じ
め
に

　

近
年
、
三
次
元
計
測
の
低
価
格
化
と
普
及
に
よ
り
、
考
古
学
に

お
け
る
調
査
手
法
が
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
土
器
片
の
計
測

作
業
の
効
率
化
（Göttlich et al. 2021

）、
テ
ル
型
遺
跡
の
正
確

且
つ
効
率
的
な
計
測
（
西
山
他 

二
〇
一
七
）、
単
独
で
の
地
形
計

測
（
石
井 

二
〇
二
三
）
な
ど
、
三
次
元
計
測
を
活
用
し
た
調
査

事
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
文
化
財
分
野
に
お
い
て
、
三
次

元
計
測
は
も
は
や
新
し
い
技
術
で
は
な
く
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

三
次
元
計
測
は
、
従
来
の
計
測
と
は
全
く
異
な
る
詳
細
で
情
報

密
度
の
高
い
記
録
で
あ
る
（
野
口 

二
〇
二
〇
：
五
九
）。
そ
れ
と

同
時
に
、
単
独
且
つ
短
時
間
で
計
測
可
能
で
あ
り
、
手
実
測
と
比

較
し
て
技
術
や
経
験
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
影
響
を
受
け
な
い
こ
と

が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
考
古
学
的
調
査
に
お
い
て
三

次
元
計
測
が
有
用
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
に
個

人
や
少
人
数
で
一
定
の
質
を
保
っ
た
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
三
次
元
計
測
に
よ
り
考
古
学
的
調
査
の
敷
居
が

下
が
っ
た
と
も
い
え
、
発
掘
調
査
と
比
較
し
て
コ
ス
ト
を
そ
こ
ま

で
要
さ
な
い
踏
査

（
（
（

の
事
例
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

発
掘
調
査
で
は
未
発
見
の
新
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
面
的
に
広
範
囲
の
情
報
が
把
握
で
き
る
踏
査
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
は
、
既
知
で
あ
る
が
十
分
に
調
査
さ
れ
て

い
な
い
遺
跡
が
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
盗
掘
や
不
法
な
開

発
工
事
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
始
め
て
お
り
、
情
報
が
記
録
さ
れ

る
前
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
遺
跡
も
多
い

（
（
（

。
見
張
り
塔
や
横
穴
墓
な

ど
地
表
に
露
出
す
る
遺
構
の
被
害
は
重
大
で
あ
り
、
土
中
で
保
存
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さ
れ
て
い
る
未
発
見
の
遺
跡
と
比
較
し
て
消
失
の
可
能
性
は
高
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
短
時
間
で
正
確
な
情

報
を
得
ら
れ
る
三
次
元
計
測
を
伴
う
広
範
囲
の
踏
査
が
極
め
て
有

効
で
あ
り
、
多
く
の
遺
跡
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
前
に
迅
速
に
踏
査

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
、
若
手
研
究
者
が
三
次
元
計
測
を
活
用
す
る

こ
と
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
え
る
。
こ
れ
ま
で
予
算
の
限
ら
れ
る
若
手
研
究
者
の
海
外
踏
査

や
巡
検
で
は
、
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
で
記
録
を
行
う
こ
と
が
多
く
、

た
と
え
ば
遺
構
の
正
確
な
形
状
や
寸
法
な
ど
研
究
に
資
す
る
情
報

が
不
足
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
に
、

三
次
元
計
測
の
活
用
に
よ
っ
て
個
人
や
少
人
数
且
つ
低
コ
ス
ト
で

正
確
な
計
測
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
若
手
研
究
者

が
現
地
調
査
で
持
ち
帰
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
量
は
飛
躍
的
に
増

加
し
た
と
い
え
る
。
ど
の
よ
う
な
研
究
者
に
と
っ
て
も
三
次
元
計

測
の
恩
恵
は
あ
る
が
、
三
次
元
計
測
を
活
用
す
る
こ
と
で
若
手
研

究
者
の
海
外
踏
査
が
増
加
し
、
正
確
な
記
録
と
共
に
報
告
が
な
さ

れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
迅
速
に
情
報
の
蓄
積
が
進
む
と

い
う
点
で
対
象
地
域
の
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
三
次
元
計
測
に
用
い
る
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や

そ
れ
ら
の
予
算
、
踏
査
事
例
に
基
づ
く
現
地
で
の
計
測
方
法
な
ど
、

実
際
に
海
外
踏
査
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
三
次
元
計
測
を
活
用
す

る
か
と
い
う
具
体
的
な
議
論
は
い
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
い
え
る
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
を
主
な
対
象

と
し
て
、
筆
者
が
実
施
し
た
、
ま
た
は
参
加
し
た
調
査
の
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
三
次
元
計
測
の
具
体
的
活
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
調
査
者
に
つ
い
て
は
予
算
の
限
ら
れ
る
若
手
研
究
者
を
念

頭
に
置
き
、
今
後
実
施
さ
れ
る
海
外
踏
査
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
調
査
で
得
ら
れ
た
三
次
元
デ
ー
タ

自
体
の
活
用
に
も
言
及
す
る
が
、
ど
の
程
度
の
予
算
で
、
何
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
と
い
う
調
査
の
過
程
に
重
点
を
置
き
た
い
。

２
．
三
次
元
計
測
に
用
い
る
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　

文
化
財
分
野
に
お
け
る
三
次
元
計
測
は
、L

（
（
（

iD
A

R

ス
キ
ャ
ン

とSfM
-M

V
S

法
（
（
（

に
よ
る
写
真
計
測
（
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ

（
（
（

）
に

大
別
さ
れ
る
。
両
者
と
も
に
近
年
様
々
な
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
選
択
肢
は
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
踏
査
範
囲
や
対
象
物
の
規
模
、
必
要
な
情
報
量
、
現
地
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
た
踏
査
計
画
を
事
前
に
決
め
た
う
え
で
、
自
ら
が

行
う
踏
査
に
適
し
た
計
測
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
選
定
す
る
必
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要
が
あ
る
。
加
え
て
、
渡
航
時
や
現
地
で
の
運
搬
の
可
否
、
価
格

な
ど
、
予
算
や
人
手
も
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本

章
で
は
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
と
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
用
い
る

機
器
の
概
要
を
示
し
つ
つ
、
海
外
踏
査
に
適
し
た
機
器
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
検
討
す
る
。

（
１
）LiD

A
R

ス
キ
ャ
ン

　

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ン
は
、
計
測
場
所
（
屋
外
／
屋
内
）、
対
象
の

規
模
や
範
囲
（
中
長
距
離
／
近
接
）
な
ど
に
よ
り
専
門
的
な
機
器

に
分
化
し
て
お
り
、
一
台
で
汎
用
的
に
使
え
る
も
の
で
は
な
い

（
野
口 

二
〇
二
三
：
四
）。LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
中
長
距
離

計
測
用
と
近
接
計
測
用
に
主
と
し
て
分
け
ら
れ
る
。
中
長
距
離
計

測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
設
置
型

（
（
（

以
外
に
移
動
型

（
（
（

ス
キ
ャ
ナ
ー
が
普

及
し
つ
つ
あ
り
、
近
年
土
木
・
建
築
業
界
で
の
活
用
が
著
し
い
。

遺
構
や
地
形
な
ど
広
範
囲
を
高
精
度
に
ス
キ
ャ
ン
可
能
で
あ
る
こ

と
が
中
長
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
特
徴
で
あ
り
、
ス
キ
ャ
ン

結
果
を
モ
バ
イ
ル
端
末
を
通
し
て
現
場
段
階
で
確
認
で
き
る
、
数

分
ほ
ど
操
作
を
学
べ
ば
誰
で
も
容
易
に
計
測
可
能
で
あ
る
、
ス
キ

ャ
ン
結
果
の
品
質
が
操
作
者
に
よ
ら
ず
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
な
ど
、

操
作
性
の
点
で
も
優
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
中
長
距
離

計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
い
ず
れ
も
高
額
で
あ
り

（
（
（

、
小
型
化
が
進
ん

で
い
る
と
は
い
え
、
渡
航
時
や
現
地
で
の
運
搬
の
際
に
可
搬
性
の

点
で
問
題
と
な
る
ス
キ
ャ
ナ
ー
も
多
い
。

　

近
接
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
小
型
化
と
低
価
格
化
が
進
ん
で
お

り
（
（
（

、
中
長
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
よ
り
も
廉
価
な
も
の
が
多
い
。

大
型
の
構
造
物
を
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
基
本
的
に

中
～
小
型
の
対
象
物
に
適
し
て
い
る
機
器
で
あ
る
。
本
体
が
モ
ニ

タ
ー
を
持
つ
独
立
型
（
図
１
）
や
パ
ソ
コ
ン
と
の
接
続
が
必
要
で

あ
る
も
の
、
写
真
測
量
と
併
用
可
能
で
あ
る
も
の
な
ど
種
類
も

様
々
で
あ
り
、
た
と
え
ば
独
立
型
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
石
像
な
ど

中
型
の
対
象
物
の
踏
査
に
活
用
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
屋
内
で
行

う
遺
物
の
資
料
調
査
で
あ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン
と
接
続
し
な
が
ら
利

用
す
る
タ
イ
プ
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
も
選
択
肢
に
入
る
。
近
接
計
測
用

ス
キ
ャ
ナ
ー
は
大
き
さ
に
幅
が
あ
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

中
長
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
比
較
し
て
可
搬
性
の
点
で
問
題

と
な
ら
な
い
も
の
が
多
い
と
い
え
る
。

　

一
方
で
、
中
長
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
土
器
や
石
器
の
詳

細
な
形
状
は
計
測
で
き
ず
、
反
対
に
近
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
大
型
の
遺
構
や
地
形
を
計
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い
う
冒

頭
で
も
触
れ
た
汎
用
性
の
問
題
が
あ
る
。
踏
査
で
は
表
面
採
集
を

伴
う
こ
と
が
多
く
、
遺
構
の
踏
査
が
主
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も

遺
物
の
記
録
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
行
っ
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た
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
ザ
ワ
タ
（Zaw

ata

）
の
踏
査
（
長
尾 

二
〇
二
四
）
で
は
、
現
地
の
文
化
財
を
管
轄
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
観

光
・
遺
跡
庁
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
墓
が
未
実
測
、
未
整
理
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
現
地
で
判
明
し
、
急
遽
遺
構
と
遺
物
の
三
次
元

計
測
を
行
っ
た
。
こ
の
踏
査
で
は
墓
の
計
測
を
主
目
的
と
し
て
い

た
た
め
、
仮
に
中
長
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
持
ち
込
み
だ
け

で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
遺
物
は
計
測
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
遺
構
、
地
形
用
の
中
長
距
離
計

測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
、
遺
物
用
の
近
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
双

方
を
揃
え
る
こ
と
は
、
予
算
と
可
搬
性
の
点
で
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

総
じ
て
、
予
算
と
汎
用
性
、
渡
航
時
や
現
地
で
の
可
搬
性
と
い

う
観
点
で
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
ー
は
、
個
人
や
少
人
数
で
の
海

外
踏
査
に
関
し
て
最
適
な
機
器
で
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
限
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
国
内
踏
査
や
調
査
者
が
多
人
数
で
あ
る
場
合
、
予
算

が
潤
沢
で
あ
る
場
合
は
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
ー
が
選
択
肢
に
入

る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、

中
長
距
離
計
測
用
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
は
計
測
後
のB

（
（1
（IM

化
ま
で
対

応
す
る
も
の
も
あ
り
、
建
造
物
の
調
査
に
は
特
に
有
効
で
あ
る
。

図 1　Artec Leo によるスキャンの様子、バハレーン国立博物館
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フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
はLiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
の
よ
う
に
専
用
の

機
器
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
写
真
と
そ
れ
を
処
理
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
あ
れ
ば
計
測
が
可
能
で
あ
る
。
計
測
対
象
は
幅
広
く
、

小
さ
な
遺
物
か
ら
地
形
ま
で
一
つ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る

（
（1
（

。
本
稿
で
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
原
理
や
処
理

過
程
に
関
し
て
詳
し
く
は
触
れ
な
い
が

（
（1
（

、LiD
A

R

ス
キ
ャ
ン
が

対
象
物
に
直
接
光
線
を
照
射
し
て
計
測
す
る
の
に
対
し
て
、
フ
ォ

ト
グ
ラ
メ
ト
リ
は
写
真
か
ら
パ
ソ
コ
ン
上
で
三
次
元
形
状
を
復
元

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
性
能
や
操
作
で
三
次
元
モ

デ
ル
の
品
質
、
精
度
に
顕
著
な
違
い
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
写

真
の
品
質
が
処
理
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

事
前
知
識
な
く
現
場
で
写
真
を
撮
影
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
処
理

を
す
る
だ
け
で
も
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
高

品
質
・
高
精
度
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
に
は
写
真
撮
影
の

知
識
が
あ
る
程
度
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
計
測
者
に
よ
っ
て
計
測

結
果
に
差
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、LiD

A
R

ス
キ
ャ

ン
よ
り
も
や
や
難
し
い
計
測
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

写
真
と
カ
メ
ラ

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
必
要
な
機
器
と
し
て
は
、
第
一
に
カ
メ

ラ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ

ラ
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
の

カ
メ
ラ
等
で
あ
る
。
ど
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
で
あ
っ
て
も

三
次
元
モ
デ
ル
作
成
に
は
問
題
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
写
真
の

品
質
が
処
理
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

SfM
-M

V
S

処
理
で
は
、
写
真
内
の
特
徴
点
（
目
印
の
よ
う
な

も
の
）
を
抽
出
し
タ
イ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ト

グ
ラ
メ
ト
リ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
テ
ク
ス
チ
ャ

（
（1
（

生
成
ま
で
行
え
る

も
の
が
多
い
が
、
こ
の
テ
ク
ス
チ
ャ
も
写
真
を
も
と
に
生
成
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
高
品
質
な
写
真
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
特
徴

点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
実
物
と
遜
色
な
い
テ
ク
ス

チ
ャ
を
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
高
品

質
と
は
、
写
真
の
画
質
が
良
い
、
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る
、
白
飛

び
・
黒
つ
ぶ
れ
が
な
い
、
手
ブ
レ
が
な
い
こ
と
を
指
す
が
、
こ
れ

ら
は
カ
メ
ラ
性
能
、
カ
メ
ラ
設
定
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
性
能
は
、
画
像
処
理
技
術
の
進
化

な
ど
に
よ
り
近
年
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
が
、
搭
載
さ
れ
る
イ

メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
（
撮
像
素
子
）
が
小
さ
く
、
受
け
る
光
の
情
報

量
が
少
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
同
じ
画
素
数

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
画
素
の
大
き
さ
が
小
さ
く
な
る
た
め
階

調
表
現
や
ノ
イ
ズ
の
点
で
劣
り
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
よ
り
も
画
質
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〇
九

が
低
く
な
る
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
が
小
さ
い
こ
と
か
ら

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ

（
（1
（

も
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
比
較
し
て
狭
く
、

白
飛
び
・
黒
つ
ぶ
れ
が
生
じ
や
す
い
。
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
に
関
し
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

同
じ1/2.3
型
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
同
様
の
問
題
が
あ
る
と
い

え
る
。

　

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
は
、
一
部
に
マ

イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
サ
ー
ズ
と
い
う4/3

型
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を
採

用
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
大
半
が
フ
ル
サ
イ
ズ
（
約
三
六
㎜
×
二

四
㎜
）、A

PS-C

（
約
二
四
㎜
×
一
七
㎜
）
セ
ン
サ
ー
と
い
う
大

き
い
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
レ
ン
ズ
が

交
換
可
能
で
あ
る
こ
と
や
撮
影
に
際
し
て
の
様
々
な
設
定
、
補
正

が
あ
る
こ
と
も
含
め
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
た
め
の
写
真
撮
影

に
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
が
最
も
適
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
、
そ
し
て
そ
の

中
で
フ
ル
サ
イ
ズ
機
、A

PS-C

機
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
に
つ
い

て
は
、
判
断
が
難
し
い
。
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
と
カ
メ
ラ
の
重
量

か
ら
は
、
フ
ル
サ
イ
ズ
機
の
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
が
最
適
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
は
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
よ
り
も
バ
ッ
テ
リ
ー
持
ち
が
悪
く
、
フ
ル
サ
イ
ズ
機
は

A
PS-C

機
よ
り
も
ボ
ケ
や
す
い
、
価
格
が
高
い
、
重
い
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
明
る
い
場
所
で
は
フ

ル
サ
イ
ズ
機
とA

PS-C

機
に
顕
著
な
違
い
は
な
く
、
暗
所
で
あ

っ
て
もLED

や
ス
ト
ロ
ボ
で
補
う
こ
と
で
、
暗
所
性
能
の
差
を

埋
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、A

PS-C

サ
イ
ズ
以
上

の
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を
持
つ
カ
メ
ラ
が
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に

最
適
で
あ
る
と
本
稿
で
は
結
論
付
け
る

（
（1
（

。

　

な
お
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
の
カ
メ
ラ
で
も
図
面
化
や
分
析

に
耐
え
う
る
品
質
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
問
題
な
く
作
成
で
き
る
こ

と
は
改
め
て
強
調
し
た
い
。
撮
影
方
法
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
が
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
の
狭
さ
、
暗
所
性
能
の
弱
さ
は
遮
光
や
補

光
で
、
画
質
の
低
さ
は
接
写
と
撮
影
枚
数
の
多
さ
で
補
う
こ
と
が

で
き
る
た
め
で
あ
る

（
（1
（

。
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
や
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ

メ
ラ
を
所
持
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
予
算
の
問
題
で
購
入
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
を
諦
め
る
必
要

は
な
い
。

フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
用
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　

文
化
財
分
野
で
はM

etashape

、RealityCapture

の
二
つ

が
普
及
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
同
様
の
技
術
を
用
い
、
似
た
よ
う

な
処
理
過
程
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
一



個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
の
活
用

）

九
一　
（
一
九

つ
は
価
格
で
あ
る
。M

etashape

は
ラ
イ
セ
ン
ス
買
い
切
り
型

で
あ
り
、
教
職
員
や
学
生
向
け
の
教
育
用
ラ
イ
セ
ン
ス
で
あ
れ
ば
、

Professional Edition

が
五
四
九
ド
ル
、Standard Edition

が

五
九
ド
ル
で
あ
る
（
二
〇
二
四
年
七
月
時
）。Standard Edition

は
、
座
標
や
ス
ケ
ー
ル
に
関
す
る
機
能
が
利
用
で
き
ず

（
（1
（

、
ポ
イ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
の
分
類
が
行
え
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。Reali-

tyCapture

は
二
〇
二
四
年
四
月
に
、
過
去
十
二
カ
月
間
の
収
益

が
百
万
ド
ル
未
満
の
個
人
お
よ
び
中
小
企
業
、
教
育
機
関
、
学
生

で
あ
れ
ば
無
料
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
。
一
方
で
、Reality-

Capture

はW
indow

s

の
み
の
対
応
で
あ
り
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ボ
ー
ド

（
（1
（

はN
vidia

製
のCU

D
A

 3.0
以
上
（
推
奨
はCU

D
A

6.1

以
上

（
（1
（

）
に
し
か
対
応
し
て
い
な
い
。M

etashape

はm
acO

S

や

Linux

に
も
対
応
し
て
お
り
、
少
数
の
写
真
の
処
理
に
限
ら
れ
る

がCPU

内
臓GPU

で
も
利
用
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

M
etashape

の
方
が
や
や
パ
ソ
コ
ン
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
点
群
や
三
次
元
モ
デ
ル
処
理
の

た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
性
能
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

い
ず
れ
に
し
て
も
三
次
元
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

は
必
要
に
な
る
。

　

次
い
で
、
処
理
時
間
に
つ
い
て
述
べ
る
。
既
に
両
者
の
比
較
は

行
わ
れ
て
お
り
（Q

ureshi et al. 2022; 

山
口 

二
〇
二
二
）、

RealityCapture

の
方
がM

etashape

よ
り
も
処
理
時
間
が
や

や
短
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
も
同
じ
写
真
二

四
七
枚
を
用
い
て
同
条
件
で
検
証
を
行
っ
た
が

（
（2
（

、M
etashape

は
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
三
分
三
五
秒
、
メ
ッ
シ
ュ

（
（2
（

の
構
築
が
四
四
分

六
秒
、RealityCapture

は
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
一
分
五
六
秒
、
メ

ッ
シ
ュ
の
構
築
が
一
二
分
四
三
秒
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た

（
（2
（

。
ま
た
、

RealityCapture

はN
orm

al D
etail

で
メ
ッ
シ
ュ
を
構
築
し
た

が
、H

igh D
etail

で
構
築
し
た
場
合
も
三
五
分
五
一
秒
と

M
etashape

よ
り
も
処
理
時
間
が
短
か
っ
た
。N

orm
al D

etail

の
ポ
リ
ゴ
ン
数
は
約
四
千
四
百
万
（M

etashape

も
ポ
リ
ゴ
ン

数
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
同
様
）、H

igh D
etail

の
ポ
リ
ゴ
ン
数

は
約
一
億
八
千
万
で
あ
っ
た
た
め
、RealityCapture

は

M
etashape

よ
り
も
約
四
倍
多
い
ポ
リ
ゴ
ン
数
を
短
時
間
で
処

理
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
処
理
結
果
に
つ
い
て

比
較
は
行
わ
な
い
が
、
同
様
に
検
証
が
既
に
な
さ
れ
て
お
り
、
両

者
に
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
山
口 

二
〇
二

二
）。

　

価
格
と
処
理
時
間
の
点
で
はRealityCapture

が
優
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
でM

etashape

の
ユ
ー
ザ
ー
が
多
か
っ
た
た
め
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
やw

eb

上
の
情
報
はM

etashape

に
関
す
る
も
の

が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
文
化
財
分
野
で
もM

etashape
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を
活
用
し
た
事
例
や
解
説
がRealityCapture

を
用
い
た
も
の

よ
り
も
多
い
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
を
こ
れ
か
ら
導
入
す
る
と
い

う
場
合
、M

etashape

を
選
ん
だ
方
が
現
状
は
参
考
と
な
る
情

報
が
豊
富
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
選
択
で
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
ど
ち
ら
も
試
し
て
み
た
う
え
で
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
決
め
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

パ
ソ
コ
ン

　

先
ほ
ど
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、M

etashape

、RealityCap-
ture

に
は
推
奨
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
性
能
が
あ
る
。
フ
ォ
ト
グ
ラ

メ
ト
リ
の
処
理
に
求
め
ら
れ
る
要
素
は
、
メ
モ
リ
（RA

M

）、

CPU

、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
あ
り
、
各
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

推
奨
ス
ペ
ッ
ク
を
参
考
に
す
れ
ば
よ
い
。
遺
構
や
建
造
物
の
撮
影

で
は
写
真
が
多
く
な
り
や
す
い
が
、M

etashape

の
場
合
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
処
理
可
能
な
写
真
枚
数
が
メ
モ
リ
の
容
量
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ
ま
り
に
容
量
が
少
な
い
と
メ
モ
リ
不

足
で
処
理
が
で
き
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。Reali-

tyCapture

に
関
し
て
も
、
同
様
に
メ
モ
リ
に
よ
る
処
理
枚
数
の

上
限
は
あ
る
が
、
分
割
処
理
と
そ
の
後
の
結
合
に
よ
っ
て
、
実
質

無
制
限
に
処
理
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る

（
（2
（

。

　

海
外
踏
査
の
場
合
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
推
奨
さ
れ
る
。
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
で
あ
れ
ば
、
現
場
で
写
真
撮
影
を
行
っ
た
後
、
宿
舎

で
処
理
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
ア
ラ
イ
ン
メ
ン

ト
と
中
品
質
の
メ
ッ
シ
ュ
で
あ
れ
ば
一
時
間
も
要
さ
ず
に
確
認
用

の
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
も
し
失
敗
な
ど

が
あ
れ
ば
調
査
期
間
中
に
写
真
を
撮
り
直
し
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
で
も
リ
モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
常
用
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
踏
査
の
際
に
持

っ
て
い
け
ば
同
様
に
現
地
で
処
理
可
能
で
あ
る
が
、
通
信
が
安
定

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
と
く
に
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に

用
い
る
写
真
は
か
な
り
の
容
量
と
な
る
た
め
、
事
前
に
現
地
の
通

信
状
況
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
小
型
化
の

必
要
が
な
い
た
め
廉
価
で
あ
り
、
パ
ー
ツ
の
換
装
も
容
易
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、CPU

やGPU

は
同
じ
番
号

（
た
と
え
ばRT

X
 4090

）
で
あ
っ
て
も
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に

搭
載
さ
れ
る
も
の
は
性
能
が
低
い
場
合
が
多
く
、
排
熱
等
も
加
味

す
る
と
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
の
方
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高

い
傾
向
に
あ
る
。
筆
者
の
場
合
、
最
高
品
質
で
多
量
の
写
真
を
処

理
可
能
な
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
と
少
し
性
能
の
劣
る
現
地
で

の
本
処
理
用
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
併
用
し
て
い
る
。
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海
外
踏
査
に
お
け
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
有
用
性

　

こ
れ
ま
で
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
カ
メ

ラ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
概
要
を
示
し
て
き
た
。

LiD
A

R
ス
キ
ャ
ン
の
節
で
も
検
討
し
た
価
格
と
可
搬
性
に
つ
い

て
、
こ
こ
で
改
め
て
考
え
た
い
。
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、A

PS-C

搭
載
の
エ
ン
ト
リ
ー
機
で
あ
れ
ば
約
一
五
万
～
二
〇
万
円
で
購
入

で
き
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
はM

etashape

で
あ
れ
ば
約
八
万
五

千
円
（Professional Edition
）
か
約
九
千
円
（Standard Edi-

tion

）、RealityCapture

は
無
料
で
あ
る
。M

etashape

、Re-
alityCapture

の
推
奨
ス
ペ
ッ
ク
を
満
た
す
パ
ソ
コ
ン
は
約
二
五

万
円
～
三
五
万
円
で
購
入
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
最
大
値
で
考

え
た
と
し
て
も
、
約
六
四
万
円
で
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
必
要
な

機
材
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
金
額
は
さ
ら
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
既

に
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
を
所
持
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
カ
メ
ラ
代
は
必
要
な
く
な
る
。
研
究
室
や
所
属

機
関
が
高
性
能
パ
ソ
コ
ン
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
地
で

は
必
要
ス
ペ
ッ
ク
の
下
限
に
相
当
す
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
、
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
確
認
だ
け
に
用
途
を
絞
る
こ
と
で
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
の
所
有
す

る
機
器
や
状
況
に
合
わ
せ
て
予
算
を
調
整
可
能
で
あ
る
点
は
フ
ォ

ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
利
点
で
あ
る
。
ま
た
、
想
定
さ
れ
る
機
器
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
価
格
は
、
若
手
研
究
者
が
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
民
間
の
研
究
助
成
や
大
学
内
の
研
究
助
成
の
金
額
で
十
分
に
賄

え
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
用
い
る
基
本
的
な
機
器
は
、
カ
メ
ラ
と

パ
ソ
コ
ン
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
三
次
元
計
測
を
実
施
し
な
く
と

も
海
外
調
査
で
必
ず
利
用
す
る
機
器
で
あ
る
。
高
性
能
な
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
は
、
常
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
比
較
し
て
大
型
に
な
る

が
、
運
搬
が
困
難
な
ほ
ど
で
は
な
い
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
は
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
の
処
理
に
使
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
遺
跡
で
調
査
す

る
際
の
機
器
は
カ
メ
ラ
の
み
で
よ
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
予
算
と
可
搬
性
、
本
節
冒
頭
で
も
述
べ
た

汎
用
性
と
い
う
点
で
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
が
個
人
や
少
人
数
で

の
海
外
踏
査
に
際
し
て
最
適
な
計
測
方
法
で
あ
ろ
う
。
遺
物
か
ら

遺
構
、
地
形
ま
で
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
カ
メ
ラ
の
み
で
計
測
可
能
で

あ
る
こ
と
、
機
器
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
一
度
揃
え
れ
ば
長
期
間
運

用
可
能
で
あ
る
こ
と
、
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
部
分
的
な
更
新

が
で
き
る
こ
と
な
ど
は
、
ま
さ
に
予
算
や
人
手
の
限
ら
れ
る
個
人

や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
と
い
う
状
況
に
合
致
し
て
い
る
。
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モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン

　
iPad Pro 

や iPhone Pro

に 

二
〇
二
〇
年
か
らLiD

A
R 

セ

ン
サ
ー
が
搭
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る
三

次
元
計
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

LiD
A

R

セ
ン
サ
ー
を
用
い
な
い
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ア
プ
リ
も

増
加
し
て
お
り
、
廉
価
で
手
軽
な
三
次
元
計
測
と
し
て
急
速
に
普

及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
はLiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ

ト
リ
の
手
法
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン

と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
別
途
取
り
扱
う
こ
と

と
す
る
。

　

前
提
と
し
て
、
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
は
、
精
度
や
性
能
面
で

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ナ
ー
や
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
劣
る
。
設
置
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
一
度
に
数
十
万
～
数

千
万
点
の
光
線
が
照
射
さ
れ
て
い
る
が
、iPad
やiPhone

の 
LiD

A
R 

セ
ン
サ
ー
は 

一
度
に
五
七
六
点
で
あ
り
、
そ
の
照
射
密

度
は
か
な
り
低
い
（
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
協
会 

二
〇
二
三
）。
ま

た
、
精
度
や
品
質
を
保
つ
た
め
の
照
射
距
離
も
五
ｍ
と
従
来
の

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
よ
り
も
短
く
、
計
測
範
囲
が
広
く
な
る
の

に
伴
っ
て
精
度
が
著
し
く
悪
化
し
、
顕
著
な
歪
み
が
生
じ
る
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
広
範
囲
の
ス
キ
ャ
ン
や
小
型
の
対

象
物
の
正
確
な
ス
キ
ャ
ン
は
難
し
い
と
い
え
る
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ

ト
リ
ア
プ
リ
で
は
、
処
理
可
能
な
写
真
の
枚
数
に
制
限
が
あ
り
、

写
真
の
枚
数
が
少
な
い
た
め
パ
ソ
コ
ン
上
で
行
う
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ

ト
リ
に
劣
る
場
合
が
多
い
。
同
じ
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
を
行
う
の

で
あ
れ
ば
、iPhone

で
写
真
を
多
数
撮
影
し
、
写
真
をM

etah-
sape

やRealitycapture

で
処
理
し
た
方
が
、
よ
り
高
精
度
、

高
精
細
な
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
は
計
測
が
容
易
且
つ
短

時
間
で
完
了
し
、
処
理
も
数
分
か
ら
十
数
分
程
度
で
終
わ
り
、
モ

バ
イ
ル
端
末
上
で
計
測
結
果
を
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
る
。iPad

で
あ
れ
ば
、
三
次
元
モ
デ
ル
完
成
後
、

三
次
元
モ
デ
ル
が
表
示
さ
れ
る
画
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を

撮
り
、iPad

上
で
対
象
物
の
情
報
を
書
き
こ
む
、
と
い
っ
た
作

業
が
そ
の
場
で
可
能
で
あ
る
。
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
で
は
寸
法
が

三
次
元
モ
デ
ル
に
自
動
で
付
与
さ
れ
る
た
め
、
対
象
物
の
寸
法
や

観
察
の
所
見
、
番
号
な
ど
の
様
々
な
情
報
を
現
場
段
階
で
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
所
属
す
る
東

京
文
化
財
研
究
所
・
文
化
遺
産
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た

バ
ハ
レ
ー
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
墓
碑
の
三
次
元
計
測
調
査
で

は
、
現
代
の
墓
地
の
中
に
位
置
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
墓
碑
の

お
お
ま
か
な
分
布
状
況
を
記
録
す
る
た
め
、Scaniverse

を
利

用
し
て
ア
ブ
・
ア
ン
バ
ラ
（A

bu A
nbara

）
墓
地
の
一
区
画
を



個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
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次
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計
測
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九
五　
（
五
九

計
測
し
た
。
個
々
の
墓
碑
の
計
測
が
主
目
的
で
あ
り
、
時
間
も
限

ら
れ
て
い
た
た
め
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
利
用
し
た
形
に
な
る
。

Large O
bject/A

rea

モ
ー
ド

（
（2
（

で
約
三
〇
ｍ
×
三
〇
ｍ
の
範
囲
を

十
分
程
か
け
て
計
測
し
、
六
分
程
で
処
理
が
完
了
し
た
。
そ
の
後
、

前
述
の
よ
う
に
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
片

手
に
墓
地
を
歩
き
、
墓
碑
の
位
置
や
特
徴
的
な
状
態
な
ど
を
記
録

し
た
（
図
２
）。
帰
国
後
、
こ
の
情
報
と
個
々
の
墓
碑
の
三
次
元

モ
デ
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
墓
碑
の
年
代
や
形
状
と
分
布
状
況

の
関
わ
り
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

モ
バ
イ
ル
端
末
が
小
型
・
軽
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
口
部
の

小
さ
い
横
穴
式
石
室
や
横
穴
墓
な
ど
で
機
動
的
に
運
用
で
き
る
利

点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
野
口
ほ
か 

二
〇
二
三
）。
加
え
て
、
小

型
・
軽
量
な
モ
バ
イ
ル
端
末
は
日
常
的
な
利
用
に
も
共
用
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
常
に
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と
で
ふ
と
し
た
瞬
間
に

す
ぐ
三
次
元
計
測
を
行
え
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
筆
者
の

場
合
は
、
博
物
館
の
展
示
を
見
る
際
に
寸
法
付
き
で
情
報
が
欲
し

い
展
示
物
を
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
す
る
こ
と
が
多
い

（
（2
（

。
計
測
機
器

が
日
常
で
利
用
す
る
モ
バ
イ
ル
端
末
で
あ
る
こ
と
は
、
操
作
が
理

解
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
も
繋
が
り
、
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
ア

プ
リ
の
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
分
か
り
や
す
い
こ
と
も

相
ま
っ
て
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
ー
以
上
に
操
作
性
に
優
れ
て
い

図 2　画像へのメモ書きの例、アブ・アンバラ墓地（バハレーン）
（計測後 Scaniverse から出力し、iPad 上でメモ書きを行った）
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る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
冒
頭
で
述
べ
た
精
度
に
関
し
て
、LiD

A
R

セ
ン
サ
ー

や
端
末
の
性
能
か
ら
従
来
のLiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
グ

ラ
メ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
劣
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
十
分

に
実
用
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
生
成
さ
れ
た
メ
ッ
シ
ュ
を
見
る

とLiD
A

R

ス
キ
ャ
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
粗
い
メ
ッ
シ
ュ
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、iPad

やiPhone

の
カ
メ
ラ
性
能
が

高
い
こ
と
も
あ
り
、
テ
ク
ス
チ
ャ
を
貼
っ
た
三
次
元
モ
デ
ル
は
明

瞭
で
高
精
細
な
も
の
が
出
来
上
が
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
筆
者
が
参
加
し
た
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ッ
＝
サ

イ
ル
（W

adi al Sail

）
古
墳
群
（
バ
ハ
レ
ー
ン
）
の
発
掘
調
査

で
計
測
を
行
っ
たW

S47

号
墓
を
例
と
し
て
実
際
に
確
認
し
た

い
（
（2
（

。W
S47

号
墓
で
は
石
室
内
で
解
剖
学
的
位
置
を
保
っ
た
人
骨

が
出
土
し
た
た
め
、
人
骨
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
の
段
階
で
、
昼
頃

に
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
を
行
い
、
翌
日
の
早
朝
、Scaniverse

を
用
い
て
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
実
施
し
た

（
（2
（

。
生
成
さ
れ
た
三
次

元
モ
デ
ル
を
見
た
目
上
で
比
較
す
る
と
（
図
３

（
（2
（

）、
テ
ク
ス
チ
ャ

付
き
モ
デ
ル
で
は
、
両
者
に
顕
著
な
違
い
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
ど
ち
ら
も
人
骨
の
形
状
は
明
瞭
で
あ
り
、
古
墳
の
大
小

の
石
材
も
計
測
で
き
て
い
る
。
拡
大
す
る
と
わ
ず
か
に

Scaniverse

の
三
次
元
モ
デ
ル
の
方
が
人
骨
や
石
の
輪
郭
が
や

や
緩
い
と
い
え
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

写
真
を
元
に
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
両
者
の

差
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
品
質
で
計
測
が
で
き

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
記
録
と
し
て
は
十
分
で
、
手
実
測
よ
り
も
得

ら
れ
る
情
報
量
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
メ
ッ
シ
ュ
で
は
大
き
な
違
い

が
見
ら
れ
、Scaniverse

で
生
成
さ
れ
た
メ
ッ
シ
ュ
は
融
け
た

よ
う
な
粗
い
形
状
に
な
っ
て
い
る
。
ポ
リ
ゴ
ン
数
で
比
較
す
る
と
、

M
etashape

で
作
成
し
た
三
次
元
モ
デ
ル
は
約
二
〇
倍
の
数
で

あ
っ
た
。
細
部
の
判
断
が
難
し
い
一
方
で
、
基
本
的
な
形
状
は
計

測
で
き
て
お
り
、
古
墳
全
体
や
石
室
の
形
状
は
メ
ッ
シ
ュ
で
も
理

解
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
遺
構
の
場
合
に
限
る
が
、
モ
バ

イ
ル
ス
キ
ャ
ン
で
得
ら
れ
る
三
次
元
モ
デ
ル
は
、
平
面
図
や
断
面

図
へ
の
図
化
、
形
状
の
記
録
と
い
う
用
途
に
十
分
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
え
る
。

　

モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
に
必
要
な
も
の
は
、
モ
バ
イ
ル
端
末
と
ア

プ
リ
で
あ
る
。
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
ア
プ
リ
は
多
数
リ
リ
ー
ス
さ

れ
て
い
る
が

（
（2
（

、A
ndroid

に
対
応
し
て
い
な
い
ア
プ
リ
が
多
い
た

め
、iO

S
デ
バ
イ
ス
を
推
奨
す
る
。LiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、iPad Pro

、iPhone Pro

を
選
ぶ
の
が
よ
い
。
な

お
、
た
と
え
ばScaniverse

で
はLiD

A
R

セ
ン
サ
ー
を
有
し
て
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図 3　‌�WS47 号墓（ワーディー・アッ＝サイル古墳群）計測結果の比較（左：テクスチャ付きモデ
ル、右：メッシュモデルのオルソ画像。上図は安倍雅史氏が計測）
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九
八　
（
八
九

い
な
いiO

S

デ
バ
イ
ス
で
もM

anyD
epth

技
術
を
用
い
て
計
測

が
可
能
で
あ
り

（
（3
（

、LiD
A

R

ス
キ
ャ
ン
よ
り
は
精
度
が
落
ち
る
が

実
用
可
能
で
あ
る
。
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
ア
プ
リ
はScaniverse

やRealityScan

な
ど
無
料
の
も
の
が
多
く
、
特
に
必
要
な
機
能

が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
無
料
の
ア
プ
リ
で
問
題
な
い
。

Scaniverse

やLum
aA

I

は
、
三
次
元
情
報
を
表
現
す
る
新
し

い
手
法
で
あ
る3D

 Gaussian S

（
（3
（

platting

やN

（
（3
（

eRF

に
対
応
し

て
い
る
。
総
じ
て
、
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
は
モ
バ
イ
ル
端
末
の
費

用
だ
け
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
測
方

法
の
中
で
最
も
廉
価
で
取
り
回
し
や
す
い
計
測
方
法
で
あ
る
と
い

え
る
。

　

個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン

の
使
い
道
は
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
モ
バ
イ
ル
ス
キ

ャ
ン
を
主
な
三
次
元
計
測
手
段
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
遺
構
は

LiD
A

R

セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
ア
プ
リ
、
遺
物
は
フ
ォ
ト
グ
ラ

メ
ト
リ
ア
プ
リ
と
い
う
使
い
分
け
を
行
え
ば
、
大
半
の
対
象
物
は

計
測
可
能
で
あ
り
、
予
算
が
か
な
り
限
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
て
も

踏
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
土
器
の
ハ
ケ
目
や
建
造

物
に
残
る
工
具
痕
な
ど
微
細
な
特
徴
を
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
で
捉

え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
た
と
え
ば
分
割
し
て
計
測
を
行
う
な
ど
、

撮
影
と
計
測
の
工
夫
で
補
え
る
。
も
う
一
つ
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト

リ
と
補
助
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の

欠
点
で
も
あ
る
が
、
現
場
段
階
で
三
次
元
モ
デ
ル
を
確
認
で
き
な

い
た
め
、
常
に
失
敗
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
化

に
よ
り
近
年
失
敗
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
モ
バ
イ

ル
ス
キ
ャ
ン
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
品
質
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
現

場
段
階
で
作
成
す
る
こ
と
で
、
情
報
不
足
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
を
行
う
時
間

が
な
い
時
な
ど
に
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
で
あ
れ
ば
短
時
間
で
計
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
須
で
は
な
い
が
、
後
者
の
活
用
法
は
筆

者
の
推
奨
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
章
で
は
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
、
モ

バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
の
概
要
を
示
し
な
が
ら
、
個
人
や
少
人
数
で
の

海
外
踏
査
で
三
次
元
計
測
を
行
う
際
に
、
ど
の
よ
う
な
機
器
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
が
適
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
と
め
る

と
、M

etashape

やRealitycapture

を
用
い
た
フ
ォ
ト
グ
ラ

メ
ト
リ
が
最
適
で
あ
り
、
必
須
で
は
な
い
が
そ
の
補
助
に
モ
バ
イ

ル
ス
キ
ャ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
様
々
な
状
況
に
対
応
可
能
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
次
章
か
ら
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
注
目
し
、
そ

の
根
幹
で
あ
る
写
真
撮
影
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
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海
外
踏
査
は
国
内
踏
査
と
比
較
し
て
頻
繁
に
実
施
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
一
度
の
調
査
で
自
ら
の
求
め
る
情
報
を
漏
れ
な
く
十

分
に
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で
三
次
元
計
測
は
踏
査
に

適
し
た
方
法
で
あ
る
が
、
遺
構
や
遺
物
の
三
次
元
計
測
を
行
う
場

合
、
三
次
元
モ
デ
ル
に
欠
け
や
歪
み
が
あ
る
、
想
定
し
て
い
た
品

質
よ
り
も
粗
い
三
次
元
モ
デ
ル
と
な
る
、
と
い
う
三
次
元
モ
デ
ル

の
破
綻
や
質
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
高
品
質
・
高

精
度
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
に
は
、
写
真
の
撮
影
方
法
と

カ
メ
ラ
設
定
を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
関
す
る
研
究
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
多
々
言
及

さ
れ
て
い
る
が

（
（3
（

、
後
者
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

ま
で
ほ
と
ん
ど
な
い
。
よ
っ
て
、
本
章
で
は
主
と
し
て
カ
メ
ラ
設

定
に
注
目
し
、
遺
構
や
遺
物
の
三
次
元
計
測
に
適
し
た
写
真
撮
影

に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
１
）
適
切
な
写
真
の
撮
影
方
法

　

フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
用
い
る
写
真
の
撮
影
で
は
、
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
率
（
写
真
の
重
な
り
具
合
）
の
高
い
連
続
し
た
写
真
撮
影

を
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
写
真
同
士
に
共
通
す
る
部
分
が
少

な
け
れ
ば
、
カ
メ
ラ
の
位
置
・
姿
勢
の
推
定
や
タ
イ
ポ
イ
ン
ト
の

三
次
元
座
標
の
算
出
が
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

率
は
六
〇
％
以
上
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
の
四
隅
は
レ
ン

ズ
の
歪
み
や
ボ
ケ
の
影
響
で
信
頼
性
が
低
く
計
算
に
利
用
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
る
た
め
、
六
〇
％
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
率
の
写
真
群

で
あ
る
と
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
の
処
理
で
は
そ
れ
を
下
回
る
可
能

性
が
あ
る
。
撮
影
す
る
際
は
七
〇
％
～
八
〇
％
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
率
を
意
識
し
た
方
が
よ
い
。
連
続
し
た
撮
影
に
関
し
て
は
、
高

い
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
率
を
保
っ
て
撮
影
し
続
け
て
い
れ
ば
必
然
的

に
そ
の
よ
う
に
な
る
。
仮
に
前
の
写
真
に
全
く
写
っ
て
い
な
い
範

囲
で
次
の
写
真
を
撮
影
す
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
率
は
〇
％
と

な
り
、
写
真
の
連
続
が
途
切
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
生
成
さ
れ
た
点
群
が
分
離
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
現
在
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
連
続
的

に
撮
影
し
た
写
真
か
ら
特
徴
点
の
移
動
を
見
出
す
オ
プ
テ
ィ
カ
ル

フ
ロ
ー
だ
け
で
な
く
、
画
像
局
所
特
徴
量
を
利
用
し
た
対
応
点
探

索
も
行
わ
れ
て
い
る
た
め
（
織
田 

二
〇
一
六
）、
連
続
が
切
れ
た

後
に
前
の
写
真
群
と
共
通
す
る
部
分
を
撮
影
す
れ
ば
問
題
な
く
処

理
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

　

対
象
物
と
カ
メ
ラ
の
距
離
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
率
に
関
係
し
て

い
る
。
対
象
物
と
カ
メ
ラ
の
距
離
が
近
け
れ
ば
、
対
象
物
を
よ
り



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇
〇　
（
〇
〇
一

高
精
細
に
写
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
率
を
高
く

保
つ
必
要
が
あ
る
以
上
、
写
真
の
枚
数
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

反
対
に
対
象
物
と
カ
メ
ラ
の
距
離
を
離
す
こ
と
で
、
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
率
を
安
定
し
て
高
く
保
つ
こ
と
が
で
き
写
真
の
枚
数
を
減
ら

せ
る
が
、
対
象
物
か
ら
離
れ
す
ぎ
る
と
細
部
ま
で
写
真
に
写
す
こ

と
が
で
き
な
い
。
生
成
さ
れ
た
三
次
元
モ
デ
ル
が
想
定
よ
り
も
粗

い
と
い
う
場
合
、
対
象
物
と
カ
メ
ラ
の
距
離
が
離
れ
す
ぎ
て
い
る

こ
と
が
一
因
で
あ
る
。
対
象
物
と
カ
メ
ラ
の
距
離
に
関
し
て
は
適

正
距
離
が
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
対
象
物
の
性

格
や
求
め
る
モ
デ
ル
の
品
質
等
に
合
わ
せ
て
自
ら
決
定
す
べ
き
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
土
器
の
ハ
ケ
目
が
詳
細
に
判
別
で
き
る
ほ
ど

の
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
り
た
け
れ
ば
、
ハ
ケ
目
が
明
瞭
に
写
真
に

写
る
距
離
（
あ
る
い
は
ズ
ー
ム
率
）
で
撮
影
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
内
容
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
写
真
に
写

っ
て
い
な
い
対
象
に
つ
い
て
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
は
で
き

ず
、
微
細
な
痕
跡
が
三
次
元
モ
デ
ル
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
写
真
の
段
階
で
明
瞭
に
検
出
で
き
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

遺
構
の
大
ま
か
な
形
状
だ
け
を
要
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
広
い
画

角
で
撮
影
を
行
う
こ
と
で
撮
影
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
加
え
て
、
情
報
量
の
強
弱
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
あ
る
遺
構
に
つ
い
て
積
み
石
が
判
別
で
き
る
程
度
の
三

次
元
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
が
、
石
材
に
施
さ
れ
る
装
飾
は
高
精
細

な
情
報
が
欲
し
い
と
い
う
時
に
は
、
装
飾
が
あ
る
部
分
だ
け
接
写

を
行
う
こ
と
で
、
両
立
が
可
能
で
あ
る
。
遺
跡
全
体
や
広
範
囲
の

地
形
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
り
た
い
場
合
は
、
一
脚
やU

（
（3
（

A
V

（U
nm

anned A
erial V

ehicle

）
を
活
用
し
、
さ
ら
に
遠
距
離

か
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
非
常
に
短
時
間
で
広
範
囲
の
撮
影
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
ー
が
搭
載
さ
れ
たU

A
V

は
高
額
で
あ
る
が
小
型U

A
V

は
廉
価
で
あ
り
、
個
人
や
少
人
数

で
の
海
外
踏
査
で
も
十
分
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

特
に
西
ア
ジ
ア
で
はU

A
V

の
持
ち
込
み
や
飛
行
自
体
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
国

（
（3
（

も
あ
る
た
め
、
事
前
に
飛
行
禁
止
区
域
等
も
含
め
て

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
撮
影
の
際
に
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
カ
メ
ラ

の
位
置
を
変
え
て
撮
影
す
る
こ
と
、
様
々
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
漏
れ

な
く
対
象
物
を
撮
影
す
る
こ
と
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
焦
点
距
離

を
固
定
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。M

etashape

、Reali-
tyCapture

で
は
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
完
了
後
、
復
元
さ
れ
た
カ
メ

ラ
の
位
置
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
内
容
に
従
っ
て
撮
影
し
て
い
れ
ば
、
地
表
の
遺
構
や
遺
物
の
場

合
、
カ
メ
ラ
が
ド
ー
ム
状
に
対
象
物
を
覆
う
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
た
め
の
写
真
撮
影
で
は
、
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計
測
者
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
る
部
分
が
多
く
、
前
述
の
よ
う
に
計

測
者
に
よ
っ
て
結
果
に
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
、

撮
影
時
に
三
次
元
モ
デ
ル
の
品
質
を
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
習
熟
す
れ
ば
情
報
の
多
寡
や
撮
影

時
間
な
ど
を
計
測
者
が
自
由
に
調
整
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
ス
ケ
ー
ル
とGN

SS

測
位

　

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ナ
ー
と
は
異
な
り
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
で

は
三
次
元
モ
デ
ル
に
自
動
で
寸
法
が
付
与
さ
れ
な
い
。
タ
イ
ポ
イ

ン
ト
の
三
次
元
座
標
と
い
う
の
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
の
仮
の
座
標

で
あ
る
た
め
、
別
途
寸
法
を
付
与
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
も
簡
易

的
な
手
段
は
、
計
測
時
に
特
徴
的
な
箇
所
の
長
さ
を
記
録
し
て
お

く
こ
と
で
あ
る
。
三
次
元
モ
デ
ル
が
完
成
し
た
後
に
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
上
の
該
当
箇
所
に
長
さ
を
入
力
す
れ
ば
モ
デ
ル
に
寸
法
が
与

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
く
、
水
平
面
が
得
ら
れ
な
い
た
め
推
奨
さ
れ
る
方
法
で
は
な
い
。

　

よ
り
精
度
の
高
い
方
法
と
し
て
、
対
象
物
の
写
真
を
撮
影
す
る

際
に
ス
ケ
ー
ル
を
配
置
し
写
し
込
む
方
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
遺
構

の
場
合
は
、
ア
ル
ミ
製
の
標
尺
な
ど
厚
み
の
あ
る
ス
ケ
ー
ル
を
遺

構
の
そ
ば
に
設
置
す
る
。
そ
の
際
に
水
平
器
や
計
測
ア
プ
リ
な
ど

を
用
い
て
ス
ケ
ー
ル
を
水
平
に
設
置
す
る
と
よ
い
。
そ
し
て
、
遺

構
の
写
真
撮
影
を
す
る
際
に
そ
の
ス
ケ
ー
ル
が
映
り
込
む
写
真
を

十
分
に
撮
影
す
る
。
ス
ケ
ー
ル
自
体
が
三
次
元
モ
デ
ル
に
な
る
よ

う
に
撮
影
で
き
る
と
よ
い
。
処
理
が
完
了
し
た
後
は
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
上
で
ス
ケ
ー
ル
に
ロ
ー
カ
ル
座
標
を
付
与
す
る
。
写
真
と
三

次
元
モ
デ
ル
の
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
四
隅
に
ポ
イ

ン
ト
を
打
ち
、
ス
ケ
ー
ル
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
Ｘ
Ｙ
Ｚ
の
数
値
を

入
力
す
る
。
そ
の
際
、
Z
（
高
さ
）
は
0
ｍ
な
ど
同
じ
数
値
で
合

わ
せ
る
。
時
間
不
足
等
に
よ
り
ス
ケ
ー
ル
を
設
置
し
な
い
ま
ま
撮

影
し
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
が
、
と
く
に
水
平
情
報
を

三
次
元
モ
デ
ル
に
付
与
で
き
る
と
図
化
の
際
の
明
確
な
基
準
と
な

る
た
め
、
特
段
の
理
由
が
な
け
れ
ば
ス
ケ
ー
ル
を
写
し
込
ん
で
お

く
こ
と
を
推
奨
す
る
。

　

室
内
で
の
遺
物
撮
影
で
は
、
同
様
に
ス
ケ
ー
ル
を
利
用
し
て
も

良
い
が
、
各
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
自
動
検
出
さ
れ
る
マ
ー
カ
ー
を
使

う
方
法
も
あ
る
。M

etashape

で
あ
れ
ば
、「
ツ
ー
ル
」
→

「
マ
ー
カ
ー
」
→
「
マ
ー
カ
ー
の
プ
リ
ン
ト
」
か
ら
マ
ー
カ
ー

デ
ー
タ
を
入
手
で
き
る
。
マ
ー
カ
ー
は
パ
ネ
ル
等
に
貼
り
付
け
自

作
す
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
の
マ
ー
カ
ー
を
複
数
用
意
す
る
場
合

や
Ｌ
字
型
に
マ
ー
カ
ー
を
配
置
し
た
タ
イ
プ
は
、
持
ち
歩
き
や
す

く
遺
物
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
設
置
範
囲
を
変
更
で
き
る
た
め
汎

用
性
が
高
い
。
一
方
で
、
個
別
の
マ
ー
カ
ー
を
用
い
る
場
合
は
、
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定
規
や
標
尺
な
ど
を
用
い
て
ズ
レ
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
。
複
数
の
マ
ー
カ
ー
が
配
置
さ
れ
た
シ
ー
ト
タ

イ
プ
で
あ
れ
ば
、
設
置
時
の
ズ
レ
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

大
型
に
な
る
た
め
可
搬
性
の
点
で
問
題
が
あ
る
。
自
動
検
出
の

マ
ー
カ
ー
で
あ
れ
ば
精
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

使
い
や
す
い
方
法
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
方
法
は
ロ
ー
カ
ル
座
標
を
三
次
元
モ
デ

ル
に
付
与
す
る
方
法
で
あ
る
。
遺
物
は
必
然
的
に
ロ
ー
カ
ル
座
標

を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
遺
構
の
場
合
はG

（
（3
（

N
SS

に
よ
っ

て
位
置
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上

の
操
作
は
ス
ケ
ー
ル
と
同
様
で
あ
る
た
め
割
愛
す
る
が
、
撮
影
前

に
ペ
グ
や
釘
、
標
識
に
よ
っ
て
三
次
元
モ
デ
ル
上
で
も
判
別
で
き

る
測
定
点
を
複
数
設
置
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
三
次
元
モ
デ
ル

に
位
置
情
報
を
与
え
る
こ
と
で
、GIS

と
の
連
携
や
モ
デ
ル
上
の

任
意
の
地
点
の
座
標
を
検
出
で
き
る
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
デ
ー
タ
の
活
用
を
考
え
る
とGN

SS

に
よ
っ
て
位
置
情
報

を
付
与
す
る
こ
と
が
最
適
で
あ
り
、GN

SS

機
器
の
小
型
化
、

R

（
（3
（

T
K

測
位
に
よ
り
、
個
人
や
少
人
数
で
の
踏
査
で
も
導
入
の
実

現
可
能
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

（
３
）
撮
影
環
境
の
整
備
と
カ
メ
ラ
設
定

　

ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
な
い
写
真
や
白
飛
び
・
黒
つ
ぶ
れ
が
生
じ

て
い
る
写
真
、
著
し
い
ノ
イ
ズ
が
み
ら
れ
る
写
真
か
ら
は
、
特
徴

点
を
探
索
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
タ
イ
ポ
イ
ン
ト
や
テ
ク
ス

チ
ャ
が
う
ま
く
生
成
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
三
次
元
モ
デ
ル
の

形
状
と
本
来
の
形
状
に
差
異
が
み
ら
れ
た
り
、
モ
デ
ル
が
歪
ん
だ

り
欠
け
が
生
じ
て
し
ま
う
の
は
、
写
真
の
質
が
悪
い
こ
と
に
原
因

が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
写
真
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
撮
影
時

の
状
況
に
合
わ
せ
た
撮
影
環
境
の
整
備
と
カ
メ
ラ
設
定
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
節
で
は
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
、
撮

影
環
境
の
整
備
と
カ
メ
ラ
設
定
に
つ
い
て
述
べ
る
。

撮
影
環
境
の
整
備

　

撮
影
環
境
の
整
備
と
は
、
端
的
に
い
え
ば
遮
光
・
補
光
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。
暗
す
ぎ
ず
明
る
す
ぎ
な
い
環
境
で
撮
影
す
る
こ
と

で
、
余
裕
を
持
っ
た
カ
メ
ラ
設
定
で
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

遺
物
に
関
し
て
は
屋
内
撮
影
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
撮
影
環
境

を
整
備
し
や
す
い
。
ま
ず
、LED

ラ
イ
ト
や
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
、

外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
な
ど
で
補
光
す
る
。
通
常
の
遺
物
写
真
の
撮
影

と
は
異
な
り
、
極
力
影
が
生
じ
な
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
す
る
の
が

よ
い
。
環
境
光
や
室
内
灯
を
遮
断
し
、LED

ラ
イ
ト
を
複
数
用
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い
た
方
が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
調
整
し
や
す
い
。
撮
影
者
が
対
象
物

の
周
囲
を
回
り
撮
影
す
る
の
で
は
な
く
、
遺
物
を
回
転
さ
せ
る
方

法
（
（3
（

が
容
易
で
あ
り
安
定
し
た
撮
影
が
で
き
る
。
遺
物
は
ス
ケ
ー
ル

や
自
動
認
識
マ
ー
カ
ー
と
共
に
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
、
背
景

の
余
計
な
も
の
が
映
り
込
ま
な
い
よ
う
に
背
景
布
を
設
置
し
、
カ

メ
ラ
は
三
脚
に
固
定
し
て
用
い
る
。
こ
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
を
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
条
件
下
で
の
撮
影
が
可
能
と
な
り
、
カ
メ

ラ
の
手
ブ
レ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
小
さ
い
遺
物
で
あ
れ
ば
、

撮
影
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
。
海
外
調
査
の
場
合
は
簡

易
的
な
機
材
に
抑
え
る
こ
と
で
荷
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
複
数
のLED

ラ
イ
ト
で
は
な
く
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
を
用
い
、

背
景
布
は
Ａ
3
サ
イ
ズ
の
レ
フ
版
等
で
代
用
す
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
側
で
対
象
物
以
外
の
静
的
な
背
景
を
除
外
す
る
機
能
が
あ
る
た

め
、
レ
フ
版
が
な
く
と
も
問
題
は
な
い
。
ま
た
、
三
脚
に
固
定
し

た
方
が
よ
い
が
、
ス
ト
ロ
ボ
の
光
量
を
上
げ
れ
ば
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
手
持
ち
で
も
撮
影
可
能

で
あ
る
。

　

一
方
で
、
遺
構
は
そ
の
構
造
や
立
地
、
撮
影
時
の
季
節
・
天
候

な
ど
に
よ
っ
て
様
々
に
状
況
が
異
な
る
た
め
、
遺
物
よ
り
も
撮
影

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
屋
外
で
は
太
陽
光
と
影
の
影
響

が
大
き
く
、
太
陽
が
低
い
早
朝
や
曇
り
の
日
な
ど
、
ま
ず
は
時
間

図 4　三脚と外付けストロボを活用した屋内撮影の例、サンヘドリンの墓（エルサレム）
（切削工具痕をブレなく写すため、部分的に三脚を活用した）
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や
天
候
に
気
を
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
が
降
っ
た
後
も

遺
構
の
濡
れ
や
水
た
ま
り
の
反
射
、
質
感
の
違
い
な
ど
が
生
じ
る

た
め
避
け
た
方
が
よ
い
。
と
は
い
え
、
踏
査
の
際
は
遺
跡
ま
で
の

移
動
に
時
間
が
か
か
り
、
最
適
な
時
間
・
天
候
の
下
で
撮
影
を
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
対
策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

太
陽
光
が
強
す
ぎ
る
時
は
、
調
査
協
力
者
が
い
れ
ば
シ
ェ
ー
ド
な

ど
を
張
っ
て
も
ら
い
、
撮
影
箇
所
全
体
を
日
陰
に
す
れ
ば
よ
い
。

人
数
が
い
な
け
れ
ば
、
太
陽
光
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
強
い
影
の
部

分
を
ス
ト
ロ
ボ
やLED

ラ
イ
ト
で
照
ら
す
と
、
黒
つ
ぶ
れ
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
法
で
あ
る
と
太
陽
光
に
照
ら
さ
れ
る

場
所
と
影
に
な
る
場
所
で
色
の
違
い
は
生
じ
る
が
、
遺
構
の
形
状

は
写
真
に
写
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
た
と
え
ば
横
穴
墓
な
ど
屋
内
で
の
撮
影
が
必
要
な
遺
構

も
多
い
。
屋
内
で
の
撮
影
は
光
源
に
乏
し
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
補
光
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
遺
物
撮
影
と
同
様
に

LED

ラ
イ
ト
、
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
を
用
い
る
の
が
よ
い
が
、
遺

構
の
撮
影
で
は
遺
構
の
形
状
に
合
わ
せ
て
自
ら
が
移
動
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
カ
メ
ラ
と
完
全
に
追
従
す
る
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
を

推
奨
す
る
。
遺
構
で
は
撮
影
枚
数
も
多
い
た
め
、
撮
影
す
る
瞬
間

だ
け
光
が
出
る
ス
ト
ロ
ボ
の
方
が
バ
ッ
テ
リ
ー
の
点
で
も
優
れ
て

い
る
。
ス
ト
ロ
ボ
は
内
臓
ス
ト
ロ
ボ
で
は
な
く
、
外
付
け
ス
ト
ロ

ボ
を
使
う
方
が
よ
い
。
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
は
光
量
が
多
く
、
角
度

調
整
が
可
能
（
バ
ウ
ン
ス
に
よ
り
反
射
光
を
活
用
で
き
る
）
で
あ

り
、
連
続
撮
影
可
能
枚
数
も
多
い
た
め
で
あ
る
。
内
臓
ス
ト
ロ
ボ

は
連
続
し
て
撮
影
し
て
い
る
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
が
、
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
は
五
〇
〇
枚
以
上
は
問
題
な
く
連

続
撮
影
可
能
で
あ
る
。
三
脚
を
利
用
す
る
場
合
も
あ
る
が
（
図

４
）、
撮
影
者
が
移
動
し
撮
影
枚
数
も
多
い
こ
と
か
ら
撮
影
の
回

転
率
が
悪
く
、
撮
影
時
間
が
増
加
す
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
手
ブ
レ
に
つ
い
て
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ

と
、
短
め
の
一
脚
を
撮
影
補
助
で
取
り
付
け
る
こ
と
な
ど
で
対
応

す
る
の
が
効
率
的
で
あ
る
。

絞
り
値
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、ISO

感
度

　

撮
影
環
境
の
整
備
を
行
っ
た
う
え
で
、
カ
メ
ラ
設
定
を
調
整
す

る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
い

範
囲
に
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る
、
ピ
ン
ボ
ケ
し
て
い
な
い
、
白
飛

び
・
黒
つ
ぶ
れ
が
な
い
、
ノ
イ
ズ
が
少
な
い
、
と
い
う
の
が
フ
ォ

ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
適
し
た
写
真
で
あ
る
が
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
設
定
で
あ
る
絞
り
値
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
、ISO

感
度
を
調
整
す
る
。
絞
り
と
は
レ
ン
ズ
内
に
あ
る

レ
ン
ズ
を
通
過
す
る
光
量
を
調
整
す
る
機
構
で
あ
り
、
こ
の
光
の
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量
を
表
し
た
も
の
を
絞
り
値
（
Ｆ
値
）
と
い
う
。
絞
り
値
を
大
き

く
す
る
と
レ
ン
ズ
を
通
る
光
量
が
少
な
く
な
り
、
小
さ
く
す
る
と

光
量
が
多
く
な
る
。
絞
り
値
を
小
さ
く
し
た
方
が
撮
影
に
適
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
絞
り
値
が
小
さ
い
ほ
ど
被
写
界
深
度

が
浅
く
な
る
、
つ
ま
り
写
真
が
ボ
ケ
る
こ
と
に
な
る
。
ボ
ケ
が
強

い
写
真
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
適
し
て
い
な
い
た
め
、
被
写
界

深
度
が
深
く
な
る
よ
う
に
絞
り
値
を
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
絞
る
こ
と
で
レ
ン
ズ
の
中
心
だ
け
が
利
用
さ
れ
る
た
め
、

あ
る
程
度
絞
っ
た
方
が
画
質
が
よ
い
。
し
か
し
、
絞
り
値
を
極
端

に
大
き
く
し
す
ぎ
る
と
回
折
現
象
が
生
じ
、
画
質
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
（
小
絞
り
ボ
ケ
）。
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
Ｆ
16
辺
り
か
ら
顕
著
に
画
質
が
悪
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ

る
。
一
般
に
Ｆ
5.6
～
Ｆ
11
の
範
囲
が
画
質
が
良
く
、
被
写
界
深
度

の
こ
と
も
考
慮
す
る
と
Ｆ
8
～
Ｆ
11
が
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
は

適
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
奥
行
が
あ
り
複
雑
な
遺
構
の
場

合
は
、
パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
（
全
体
に
ピ
ン
ト
が
合
う
）
で
ボ
ケ
を

な
く
す
方
が
、
小
絞
り
ボ
ケ
に
よ
る
画
質
低
下
を
回
避
す
る
よ
り

も
対
象
物
を
鮮
明
に
写
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
画

質
低
下
を
許
容
し
た
う
え
で
Ｆ
16
～
Ｆ
22
に
絞
り
値
を
設
定
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　

絞
り
を
絞
っ
た
場
合
、
レ
ン
ズ
を
通
過
す
る
光
量
が
減
少
す
る

た
め
、
そ
れ
を
補
う
た
め
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
す
る
。

基
本
的
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
―
ド
を
遅
く
す
る
が
、
遅
く
す
る

こ
と
で
手
ブ
レ
が
生
じ
や
す
く
な
る
。
よ
っ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
を
遅
く
す
る
場
合
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
三
脚
を
用

い
る
と
よ
い
。
三
脚
とLED

ラ
イ
ト
を
用
い
た
遺
物
撮
影
で
は
、

絞
り
優
先
モ
ー
ド
に
設
定
す
れ
ば
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
自
動

で
調
整
さ
れ
、
適
切
な
明
る
さ
の
写
真
と
な
る
。
遺
構
撮
影
を
効

率
的
に
行
う
場
合
は
手
持
ち
撮
影
と
な
る
が
、
そ
の
際
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
速
く
す
る
。
焦
点
距
離
に
よ
っ
て
目
安
が
異
な

る
が
、1/150

以
上
で
あ
れ
ば
手
ブ
レ
が
生
じ
に
く
い
。
一
方
で
、

Ｆ
8
、1/150

の
設
定
は
屋
外
撮
影
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と

が
多
い
が
、
屋
内
や
暗
所
の
撮
影
で
は
光
量
不
足
と
な
る
。
前
述

の
よ
う
にLED

ラ
イ
ト
や
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
で
補
光
す
る
こ
と

が
必
須
で
あ
る
。

　

絞
り
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
に
加
え
て
、ISO

感
度
の
調
整

に
よ
っ
て
光
量
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。ISO

感
度
と
は

レ
ン
ズ
を
通
過
し
て
き
た
光
を
、
カ
メ
ラ
内
で
ど
の
く
ら
い
増
幅

さ
せ
る
か
の
数
値
で
あ
り
、ISO

感
度
を
上
げ
れ
ば
写
真
が
明
る

く
な
る
。
し
か
し
、
電
気
信
号
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
で
光
の
量
を

増
や
し
て
い
る
た
め
、
上
げ
す
ぎ
る
と
ノ
イ
ズ
が
生
じ
、
画
質
が

著
し
く
低
下
す
る
。
遺
物
撮
影
で
はISO

 ‌100

に
固
定
し
て
撮
影
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す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
遺
構
の
場
合
は
、ISO

 ‌100

～‌800

の

間
に
抑
え
る
と
よ
い
が
、
ど
う
し
て
も
光
量
不
足
と
な
る
場
合
は

ISO
感
度
を
高
く
す
る
こ
と
も
選
択
肢
に
入
る
。
絞
り
値
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、ISO

感
度
は
合
わ
せ
て
調
整
す
る
の
が
よ
い

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
遺
構
撮
影
で
は
、
場
所
に
よ
っ
て
光
量
が
変

わ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
り
、
撮
影
す
る
場
所
に
合
わ
せ
て
こ
れ
ら

の
設
定
を
変
更
す
る
の
も
よ
い
が
、
カ
メ
ラ
設
定
を
固
定
し
て
ス

ト
ロ
ボ
やLED

の
光
量
を
調
整
し
た
方
が
楽
で
あ
る
。

焦
点
距
離

　

焦
点
距
離
と
は
レ
ン
ズ
の
中
心
か
ら
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
ま
で

の
距
離
を
指
す
。
前
述
の
被
写
界
深
度
は
レ
ン
ズ
の
焦
点
距
離
で

も
決
め
ら
れ
、
焦
点
距
離
が
短
い
ほ
ど
被
写
界
深
度
が
深
く
な
る
。

た
と
え
ば
、
二
八
―
七
五
㎜
の
レ
ン
ズ
で
あ
れ
ば
、
二
八
㎜
で
撮

影
し
た
方
が
ピ
ン
ト
の
合
う
範
囲
が
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
で
は
、
短
い
焦
点
距
離
で
撮
影
を

行
う
方
が
よ
い
。
ま
た
、
焦
点
距
離
を
変
更
で
き
る
望
遠
レ
ン
ズ

よ
り
も
単
焦
点
レ
ン
ズ
の
方
が
焦
点
距
離
が
短
く
な
る
。
望
遠
レ

ン
ズ
は
レ
ン
ズ
自
体
が
複
雑
な
構
造
で
長
く
、
そ
れ
に
伴
い
焦
点

距
離
が
長
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
同
じ
二
四
㎜
で
撮
影
し
た
場
合
、

単
焦
点
レ
ン
ズ
の
方
が
焦
点
距
離
が
短
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

単
焦
点
レ
ン
ズ
は
開
放
絞
り
値
が
小
さ
く
明
る
い
（
ボ
ケ
や
す

い
）
写
真
を
撮
り
や
す
い
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
場
合
は
焦
点

距
離
が
固
定
で
き
る
と
い
う
点
が
メ
リ
ッ
ト
に
よ
く
挙
げ
ら
れ
る

が
、
焦
点
距
離
が
短
く
な
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
フ
ォ
ト
グ
ラ

メ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
は
三
五
㎜
換
算
で
二
〇
㎜
～
八
〇
㎜
範

囲
の
焦
点
距
離
の
レ
ン
ズ
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
二
四
㎜

（
三
五
㎜
換
算
で
約
三
八
㎜
）
の
パ
ン
ケ
ー
キ
レ
ン
ズ
を
主
と
し

て
利
用
し
て
い
る
が
、
遺
物
撮
影
で
は
マ
ク
ロ
レ
ン
ズ
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

ま
た
、
焦
点
距
離
は
撮
影
距
離
に
よ
っ
て
も
厳
密
に
い
え
ば
異

な
り
、
焦
点
距
離
を
固
定
に
近
い
状
態
に
す
る
に
は
対
象
物
と
の

距
離
も
一
定
に
保
っ
た
方
が
よ
い
。
た
だ
、
セ
ッ
ト
を
組
ん
で
撮

影
す
る
遺
物
撮
影
で
は
ほ
ぼ
一
定
の
距
離
を
保
つ
こ
と
は
容
易
で

あ
る
が
、
遺
構
で
は
カ
メ
ラ
を
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

一
定
の
距
離
を
常
に
保
っ
て
撮
影
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
難
し

い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

で
は
焦
点
距
離
が
異
な
る
写
真
、
異
な
る
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た

写
真
で
も
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
す
る
た
め
、
焦
点
距
離
を
固
定
す
る

た
め
に
撮
影
距
離
を
一
定
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
と
く
に
遺
構

の
場
合
は
固
執
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
撮
影

距
離
も
被
写
界
深
度
を
決
め
る
要
素
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
考



個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
の
活
用

）

一
〇
七　
（
七
〇
一

慮
し
た
方
が
よ
い
。
撮
影
距
離
が
遠
く
な
る
ほ
ど
被
写
界
深
度
が

深
く
な
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
対
象
物
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
と

対
象
物
の
精
細
度
が
落
ち
る
。
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、

例
え
ば
接
写
す
る
場
合
は
絞
り
値
を
上
げ
る
な
ど
、
被
写
界
深
度

を
意
識
し
て
撮
影
を
行
っ
た
方
が
、
顕
著
に
結
果
に
違
い
が
表
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ァ
イ
ル
形
式

　

カ
メ
ラ
内
の
設
定
で
記
録
す
る
写
真
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
メ
ラ
の
セ
ン
サ
ー
が
受
け
取
る
デ
ー
タ

を
そ
の
ま
ま
記
録
す
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
がRA

W

フ
ァ
イ
ル
で
あ

り
、
カ
メ
ラ
内
で
圧
縮
さ
れ
現
像
さ
れ
た
も
の
がJPEG

フ
ァ
イ

ル
で
あ
る
。RA

W

フ
ァ
イ
ル
は
光
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
記
録
し

た
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
、
撮
影
後
に
画
像
編
集
ソ
フ
ト
でJPEG

フ
ァ
イ
ル
やT

IFF

フ
ァ
イ
ル
に
自
ら
現
像
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
現
像
がRA

W

フ
ァ
イ
ル
の
利
点
で
も
あ
り
、
露
出
や
ホ
ワ

イ
ト
バ
ラ
ン
ス
を
撮
影
後
に
劣
化
な
く
変
更
で
き
る
。JPEG
は

現
像
を
行
う
必
要
は
な
い
が
、
不
可
逆
圧
縮
方
式
で
圧
縮
さ
れ
た

フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
た
め
、
画
像
編
集
と
保
存
を
繰
り
返
す
と
画
質

が
劣
化
し
て
い
く

（
（3
（

。

　

撮
影
後
に
写
真
の
編
集
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、RA

W

フ
ァ
イ

ル
で
編
集
を
行
い
、
非
圧
縮
形
式
で
あ
るT

IFF

フ
ァ
イ
ル
に
現

像
す
る
の
が
よ
い
。
一
方
で
、
撮
影
時
の
条
件
に
よ
り
異
な
る
が
、

RA
W

フ
ァ
イ
ル
はJPEG

の
二
倍
以
上
容
量
が
大
き
い
。
同
様

にT
IFF

フ
ァ
イ
ル
も
容
量
が
大
き
く
、
三
次
元
計
測
の
回
数
が

増
え
る
ほ
ど
三
次
元
モ
デ
ル
と
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ー
ジ
を
圧
迫
す

る
こ
と
に
な
る
。
カ
メ
ラ
の
持
つ
映
像
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
も
近
年

向
上
し
て
お
り
、
撮
影
後
に
写
真
の
編
集
を
行
わ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
カ
メ
ラ
内
で
現
像
さ
れ
たJPEG

フ
ァ
イ
ル
で
十
分
で
あ
る

と
も
い
え
る
。RA

W

フ
ァ
イ
ル
で
保
存
す
れ
ば
高
画
質
に
な
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
デ
ー
タ
容
量
と
撮
影
後
に
編
集
を

行
う
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
で
考
え
た
方
が
よ
い
。
筆
者
は
遺
構

の
三
次
元
計
測
を
行
う
こ
と
が
多
い
が
、
一
つ
の
遺
構
あ
た
り
約

一
五
〇
〇
～
二
五
〇
〇
枚
ほ
ど
の
写
真
を
撮
影
す
る
。RA

W

フ

ァ
イ
ル
とT

IFF

フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
と
か
な
り
の
容
量
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
処
理
時
間

も
増
加
す
る
た
め
、JPEG

フ
ァ
イ
ル
で
記
録
を
す
る
こ
と
が
多

い
。
な
お
、
撮
影
の
際
は
編
集
が
必
要
な
い
適
切
な
明
る
さ
に
な

る
よ
う
に
気
を
付
け
て
撮
影
を
し
て
い
る
。RA

W

現
像
で
あ
っ

て
も
手
ブ
レ
や
ピ
ン
ト
は
修
正
で
き
な
い
た
め
、
撮
影
時
に
カ
メ

ラ
設
定
を
適
切
に
調
整
す
る
と
い
う
の
はJPEG

フ
ァ
イ
ル
で
あ

っ
て
もRA

W
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
な
い
と
い
え
る
。
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な
お
、
遺
物
撮
影
で
は
、
写
真
の
色
を
目
で
見
て
い
る
色
味
に

近
づ
け
る
た
め
ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
と
が
多
い
。

ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
た
い
場
合
、
グ
レ
ー
カ
ー
ド
と
対

象
物
を
写
し
そ
の
写
真
を
元
にRA

W

現
像
時
に
全
て
の
写
真
の

ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
を
補
正
す
る
た
め
、RA

W

フ
ァ
イ
ル
で
撮

影
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。RA

W

フ
ァ
イ
ル
に
加
え
て
、

JPEG

も
保
存
す
る
と
現
像
前
に
写
真
の
確
認
が
可
能
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ー
カ
ス
や
逆
光
時
の
撮
影
な
ど
、
ま
だ
触
れ
て
い
な
い
項

目
も
あ
る
が
、
本
節
で
挙
げ
た
項
目
を
意
識
し
て
撮
影
す
る
こ
と

で
写
真
の
質
が
高
ま
り
、
生
成
さ
れ
る
三
次
元
モ
デ
ル
の
質
も
満

足
い
く
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
フ

ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
の
設
定
・
操
作
で
は
な
く

写
真
の
質
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
写
真
の
撮
影
に
こ
そ
注
力
す
べ

き
で
あ
る
。
屋
外
撮
影
で
あ
れ
ば
オ
ー
ト
撮
影
で
も
う
ま
く
い
く

こ
と
が
多
い
が
、
絞
り
値
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、ISO
感
度

を
調
整
す
る
だ
け
で
も
よ
り
品
質
の
高
い
三
次
元
モ
デ
ル
を
生
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）
写
真
撮
影
の
最
適
化
に
よ
る
三
次
元
モ
デ
ル
の
違
い

　

本
節
で
は
、
カ
メ
ラ
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
撮
影
し

た
写
真
・
三
次
元
モ
デ
ル
、
前
節
で
述
べ
た
内
容
を
踏
ま
え
撮
影

し
た
写
真
・
三
次
元
モ
デ
ル
を
比
較
し
、
写
真
撮
影
の
最
適
化
に

よ
る
影
響
を
検
討
す
る
。
図
５
で
示
し
た
よ
う
に
、
筆
者
が
作
成

し
た
三
次
元
モ
デ
ル
か
ら
比
較
対
象
と
な
り
得
る
も
の
を
選
択
し

た
。
な
お
、
ど
ち
ら
も
現
在
のM

etashape

で
再
度
処
理
を
行

い
、
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
：
中
、
メ
ッ
シ
ュ
：
中
、
テ
ク
ス
チ
ャ
：

8192

×‌2

の
設
定
で
統
一
し
た
。
前
者
は
筆
者
が
二
〇
一
八
年
に

実
施
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
お
け
る
墓
地
の
踏
査
（
長
尾 

二
〇
二
三
）
で
作
成
し
た
三
次
元
モ
デ
ル
で
あ
る
。
計
測
対
象
は

ア
ブ
ー
ド
（A

boud

）（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
位
置
す
る

ロ
ー
マ
時
代
の
横
穴
墓
で
あ
る
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
た
め
の

写
真
撮
影
、M

etashape

の
利
用
も
初
め
て
で
あ
り
、
前
節
で

述
べ
た
内
容
を
ほ
と
ん
ど
満
た
し
て
い
な
い
。
後
者
は
筆
者
が
二

〇
二
三
年
に
行
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
お
け
る
墓
地
の
踏
査

（
長
尾 

二
〇
二
四
）
で
作
成
し
た
三
次
元
モ
デ
ル
で
あ
る

（
（4
（

。
計
測

対
象
は
カ
ラ
ワ
ッ
ト
・
バ
ニ
・
ハ
サ
ン
（Q

araw
at Bani H

as-
san

）（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
の
墓
地
に
位
置
す
る
デ
イ
ル
・
エ

ッ
・
ダ
ル
ブ
（D

eir ed-D
erb

）
の
墓
と
呼
称
さ
れ
る
ロ
ー
マ
時

代
の
横
穴
墓
で
あ
る
。
こ
の
計
測
を
行
う
ま
で
に
既
に
数
十
回
以

上
の
三
次
元
計
測
を
経
験
し
て
お
り
、
本
稿
で
述
べ
た
撮
影
方

法
・
カ
メ
ラ
設
定
と
同
様
の
方
法
で
計
測
し
て
い
る
。

　

ア
ブ
ー
ド
の
横
穴
墓
の
三
次
元
モ
デ
ル
は
、
欠
け
が
な
い
モ
デ
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図 5　撮影方法・カメラ設定による三次元モデルの違い
（図中の平面図はオルソ画像、デイル・エッ・ダルブの墓は天井をカットしたもの）



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
一
〇　
（
〇
一
一

ル
を
作
る
と
い
う
点
で
は
失
敗
し
て
い
る
。
対
象
と
し
た
横
穴
墓

は
ロ
ク
リ
（Loculi

）
と
呼
ば
れ
る
遺
骨
や
石
棺
を
安
置
す
る
壁

龕
を
持
つ
こ
と
が
最
た
る
特
徴
で
あ
る
が
、
六
本
あ
る
う
ち
の
二

本
は
モ
デ
ル
化
で
き
て
お
ら
ず
、
他
の
四
本
の
ロ
ク
リ
に
も
欠
け

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
入
口
や
床
、
天
井
は
完
全
に
穴
が
開
い
て

し
ま
っ
て
い
る
。
失
敗
の
要
因
と
し
て
、
ま
ず
撮
影
方
法
が
不
適

切
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
遺
構
の
大
き
さ
に
対
し
て
撮

影
枚
数
が
68
枚
と
明
ら
か
に
不
足
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
率
が
十
分
で
は
な
い
。
対
象
物
と
カ
メ
ラ
の
距
離
を

離
し
て
撮
影
し
て
い
れ
ば
、
少
な
い
撮
影
枚
数
で
あ
っ
て
も
こ
こ

ま
で
欠
け
る
こ
と
は
な
く
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
撮
影
で
は
近
い
距
離
で
撮
影
を
し
て
い
る
た
め
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
率
が
足
り
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
カ
メ

ラ
設
定
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
当
時
は
補
光
な
し
の
オ
ー
ト
モ
ー

ド
で
撮
影
し
て
い
た
た
め
、
絞
り
値
が
Ｆ
3.5
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス

ピ
ー
ド
が1/60

、ISO

感
度
が1600

と
本
稿
で
述
べ
た
設
定
の

真
逆
に
自
動
で
合
わ
さ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
被
写
界
深
度

が
浅
く
ピ
ン
ト
が
写
真
の
一
部
に
し
か
合
っ
て
い
な
い
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
こ
と
に
よ
り
手
ブ
レ
が
生
じ
て
い
る
、

ISO

感
度
の
数
値
が
高
い
こ
と
に
よ
り
ノ
イ
ズ
が
み
ら
れ
る
、
と

い
う
問
題
が
ほ
ぼ
全
て
の
写
真
に
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
図
５

の
①
の
写
真
で
は
、
ロ
ク
リ
左
壁
面
の
最
も
手
前
側
に
の
み
ピ
ン

ト
が
合
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
右
側
は
ボ
ケ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ロ
ク
リ
の
よ
う
に
開
口
部
、
横
幅
が
狭
く
奥
行
の
あ
る
構
造

は
、
オ
ー
ト
モ
ー
ド
の
撮
影
で
は
難
し
い
こ
と
が
こ
の
例
か
ら
理

解
で
き
る
。

　

一
方
で
、
写
真
の
中
で
わ
ず
か
に
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る
部
分

や
開
口
部
か
ら
入
る
自
然
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
た
場
所
（
壁
際
な

ど
）
は
、
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
が
成
功
し
三
次
元
モ
デ
ル
化
さ
れ
て

い
る
。
図
５
で
示
し
た
よ
う
に
、
写
真
の
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る

部
分
と
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
る
部
分
は
概
ね
対
応
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
写
真
の
ピ
ン
ト
が
あ
っ
て
い
る
、
手
ブ
レ
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
処
理
結
果
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
興
味
深

い
点
と
し
て
、
た
だ
撮
影
し
た
だ
け
の
少
数
の
写
真
で
あ
っ
て
も
、

あ
る
程
度
の
質
の
三
次
元
モ
デ
ル
は
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ア
ブ
ー
ド
の
横
穴
墓
は
翌
年
にLED

ラ
イ
ト
を
用

い
て
再
度
計
測
を
行
い
完
全
な
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
が
（
長
尾
二
〇
二
三
）、
二
〇
一
八
年
の
三
次
元
モ
デ
ル
の

モ
デ
ル
化
で
き
て
い
る
部
分
は
こ
の
モ
デ
ル
と
一
致
し
て
い
た
。

平
面
図
や
断
面
図
を
最
終
的
に
作
る
図
化
の
た
め
の
計
測
で
あ
れ

ば
、
か
な
り
少
な
い
撮
影
枚
数
で
あ
っ
て
も
正
確
な
形
状
を
計
測

で
き
る
こ
と
が
こ
の
例
か
ら
伺
え
る
。
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対
し
て
、
デ
イ
ル
・
エ
ッ
・
ダ
ル
ブ
の
墓
は
、
ア
ブ
ー
ド
の
墓

よ
り
も
大
型
・
複
雑
な
横
穴
墓
で
あ
っ
た
が
、
モ
デ
ル
に
欠
け
が

生
じ
る
こ
と
も
な
く
完
全
な
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
撮
影
枚
数
が
多
く
、
十
分
な
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
率
を
確

保
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
成
功
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
く
に
ロ
ク
リ
や
各
部
屋
の
入
口
な
ど
は
集
中
的
に
撮
影
を
行
う

こ
と
で
、
部
屋
が
分
離
し
た
り
ロ
ク
リ
が
欠
け
て
し
ま
っ
た
り
と

い
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
外
付
け
ス
ト
ロ
ボ
を

用
い
適
切
な
カ
メ
ラ
設
定
の
も
と
撮
影
を
行
う
こ
と
で
、
手
ブ
レ

や
ピ
ン
ボ
ケ
、
被
写
界
深
度
が
浅
い
写
真
を
ほ
ぼ
な
く
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
も
う
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
図
５
の
②
の
写
真
は
、

奥
行
の
あ
る
構
造
で
あ
る
と
ス
ト
ロ
ボ
の
光
が
手
前
に
強
く
当
た

り
白
飛
び
し
や
す
い
た
め
、
ス
ト
ロ
ボ
の
光
を
弱
め
て
撮
影
し
た

も
の
で
あ
る
。
パ
ン
ケ
ー
キ
レ
ン
ズ
の
使
用
と
や
や
遠
く
か
ら
の

撮
影
で
十
分
な
被
写
界
深
度
の
深
さ
が
確
保
さ
れ
た
た
め
、
絞
り

値
を
Ｆ
5.6
と
し
た
。
写
真
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
ロ
ク
リ
の
手

前
か
ら
奥
ま
で
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
以

外
の
場
所
は
、
図
５
の
③
の
写
真
の
よ
う
に
パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
で

撮
影
を
行
い
、
写
真
に
写
る
ほ
と
ん
ど
の
場
所
に
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
撮
影
し
た
写
真
の
ほ
と
ん
ど
が
適
切

で
あ
る
こ
と
で
多
く
の
特
徴
点
を
探
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

図 6　テクスチャ表示での三次元モデルの比較
左：アブードの墓　右：デイル・エッ・ダルブの墓
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十
分
な
数
の
タ
イ
ポ
イ
ン
ト
が
生
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の

事
例
か
ら
は
理
解
で
き
る
。

　

生
成
さ
れ
た
テ
ク
ス
チ
ャ
を
比
較
し
て
も
同
様
に
差
は
み
ら
れ

る
。
ア
ブ
ー
ド
の
墓
は
ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
な
い
写
真
か
ら
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
テ
ク
ス
チ
ャ
が
ぼ
や
け
て
お
り
、
デ
イ
ル
・
エ

ッ
・
ダ
ル
ブ
の
墓
は
ピ
ン
ト
が
合
っ
た
写
真
を
元
に
し
て
い
る
た

め
鮮
明
な
テ
ク
ス
チ
ャ
で
あ
る
（
図
６
）。
テ
ク
ス
チ
ャ
の
質
は

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
の
操
作
で
は
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
見

た
目
上
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
適
切
な
写
真
撮
影
は
重

要
で
あ
る
。

４
．�

個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元

計
測
の
活
用
―
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
事
例
か
ら
―

　

こ
れ
ま
で
三
次
元
計
測
に
用
い
る
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
選

定
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
お
け
る
実
践
的
な
写
真
撮
影
に
関
し

て
述
べ
て
き
た
。
各
章
で
筆
者
が
実
施
・
参
加
し
た
調
査
で
記
録

し
た
三
次
元
モ
デ
ル
を
例
示
し
て
き
た
が
、
本
章
で
は
筆
者
個
人

で
行
っ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
お
け
る
踏
査
の
事
例
か
ら
、

三
次
元
計
測
の
具
体
的
活
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
１
）
ロ
ー
マ
時
代
の
墓
地
に
お
け
る
三
次
元
計
測

　

筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
比
較
し
て
調
査
報
告
数
が
著
し
く
少
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
委

任
統
治
時
代
や
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
踏
査
（Conder and 

K
itchener 1881-1883

）
以
来
、
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い

遺
跡
が
大
半
で
あ
る
。
近
年
、
過
去
の
踏
査
に
加
え
て
イ
ス
ラ
エ

ル
の
研
究
者
に
よ
る
踏
査
（M

agen 2008

）
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
両
者
と
も
遺
構
の
記
録
に
ス
ケ
ッ
チ
を
用
い
て
い
る
た
め

正
確
な
測
量
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
分
布
調
査
も
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
情
報
の
取
捨
選
択
が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
装
飾
さ
れ
た
玄
関
を
持
つ
墓
で
は
、
装
飾
の
あ
る
玄
関

が
重
点
的
に
記
録
さ
れ
、
墓
の
内
部
は
省
略
や
単
純
化
さ
れ
た
形

で
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
加
え
て
、
墓
地
全
体
で
み
る
と
、

装
飾
の
あ
る
墓
以
外
は
そ
も
そ
も
記
録
さ
れ
な
い
な
ど
、
情
報
の

不
足
も
目
立
つ
。
筆
者
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～
ロ
ー
マ
時
代
（
前
二

世
紀
～
後
四
世
紀
）
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
埋
葬
を
主
な
研
究
対

象
と
し
て
い
る
が
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
居
住
域
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
現
在
は
分
か
れ
て
お
り
、
後
者
の
情
報
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
研
究
を
進
め
る
う
え
で
大
き
な
問

題
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
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治
区
の
遺
跡
は
盗
掘
や
開
発
に
よ
り
損
傷
を
受
け
続
け
て
お
り
、

正
確
な
記
録
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
情
報
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
中
で
も
墓
地
は
盗
掘
の
主
な
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
大
半

の
墓
が
盗
掘
さ
れ
副
葬
品
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
墓
の
年
代
推

定
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
。
と
く
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
墓
は
同
一
の
型

式
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
～
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
（
前
二
世
紀
～
後
七
世

紀
）
に
か
け
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
副
葬
品
が
な
い
墓
の
年

代
を
墓
の
型
式
か
ら
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
近
年
の
調

査
事
例
の
蓄
積
に
よ
り
、
入
口
と
墓
内
の
構
造
や
フ
ァ
サ
ー
ド
の

装
飾
に
よ
っ
て
年
代
を
限
定
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
た
が
、
前

述
の
よ
う
な
情
報
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
た
調
査
成
果
を
そ
の
ま

ま
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
墓
の
内
部
の
情
報
が
省
か
れ
て
い

る
事
例
が
多
い
こ
と
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
盗
掘
さ
れ
た
墓
の
資
料
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
（
と
く
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

地
区
・
エ
ル
サ
レ
ム
以
北
）
で
盗
掘
さ
れ
た
墓
を
対
象
と
し
た
踏

査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
①
墓
の
内
外
を
正
確
に

計
測
す
る
た
め
、
②
計
測
の
労
力
・
時
間
を
削
減
す
る
た
め
、
③

手
実
測
で
は
得
ら
れ
な
い
微
細
な
痕
跡
を
記
録
す
る
た
め
、
と
い

っ
た
理
由
で
三
次
元
計
測
を
計
測
方
法
と
し
て
選
択
し
た
。
パ
レ

ス
チ
ナ
観
光
・
遺
跡
庁
の
協
力
の
も
と
、
二
〇
一
八
年
か
ら
踏
査

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
一
九
年
、
二
〇
二
三
年
の
計
三
回
、

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
墓
地
に
お
け
る
個
人
踏
査
を
実
施
し
て
い

る
（
長
尾 

二
〇
二
三；

長
尾 

二
〇
二
四
）。

　

本
踏
査
で
は
墓
の
形
状
だ
け
で
な
く
、
壁
面
や
装
飾
を
加
工
す

る
際
の
切
削
工
具
痕
を
記
録
す
る
た
め
、
多
量
の
写
真
撮
影
を
行

っ
た
。
前
述
の
デ
イ
ル
・
エ
ッ
・
ダ
ル
ブ
の
墓
で
は
一
九
八
五
枚

（
所
要
時
間
一
時
間
半
）、
二
〇
一
九
年
に
再
計
測
を
行
っ
た
ア

ブ
ー
ド
の
墓
で
は
一
五
七
九
枚
（
所
要
時
間
二
時
間
）、
二
〇
二

三
年
に
計
測
を
行
っ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
（Sanhe-

drin

）
の
墓
で
は
一
六
六
九
枚
（
所
要
時
間
三
時
間
）
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
長
時
間
の
計
測
で
あ
っ
た
が
、
手
実
測
を
は
る
か
に
上

回
る
速
度
で
計
測
が
完
了
し
た
。
ま
た
、
完
成
し
た
三
次
元
モ
デ

ル
か
ら
は
、
墓
の
詳
細
な
三
次
元
形
状
、
切
削
工
具
痕
、
壁
面
の

フ
レ
ス
コ
画
の
残
存
範
囲
等
の
三
次
元
情
報
、
二
次
元
情
報
で
あ

る
任
意
の
位
置
の
平
面
・
断
面
・
立
面
の
オ
ル
ソ
画
像

（
（4
（

な
ど
、
手

実
測
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
の
多
量
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
と
え
ば
、
同
じ
墓
の
平
面
図
一
枚
、
断
面
図
二
枚
、

立
面
図
一
枚
を
手
実
測
で
計
測
し
た
な
ら
ば
二
日
以
上
は
要
す
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
情
報
量
は
三
次
元
モ
デ
ル
よ
り

も
圧
倒
的
に
少
な
い
。
ま
た
、
高
さ
四
ｍ
以
上
の
装
飾
さ
れ
た
玄

関
を
有
す
る
墓
（
図
７
）
も
計
測
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
墓
の
場
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合
正
確
な
図
面
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
足
場
な
ど
を
組
む
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
墓
地
の
踏
査
で
は
個
々
の
墓
の
計
測
以
外
に
も
、
墓

地
の
規
模
や
周
辺
遺
構
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
分
布
調
査
、
墓

地
内
で
の
遺
物
の
表
面
採
集
、
墓
地
を
有
す
る
町
・
村
の
住
民
へ

の
聞
き
取
り
調
査
、
な
ど
行
う
べ
き
こ
と
は
多
く
、
個
々
の
墓
の

計
測
に
要
す
る
時
間
を
計
測
結
果
の
質
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
削
減

で
き
た
こ
と
で
、
踏
査
全
体
で
得
ら
れ
る
情
報
が
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
墓
の
三
次
元
モ
デ
ル
か
ら
は
様
々
な
情
報
を
読
み
取
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
墓
の
精
巧
さ
で
あ
る
。
と
く
に

装
飾
さ
れ
た
入
口
を
持
つ
大
型
墓
で
は
左
右
対
称
性
が
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
中
心
地
で
あ
っ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
大
型
墓
は

ほ
と
ん
ど
が
玄
関
か
ら
墓
の
奥
ま
で
が
一
直
線
で
繋
が
る
精
巧
な

造
り
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
の
踏
査
で
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
サ

ン
ヘ
ド
リ
ン
の
墓
、
ヤ
ソ
ン
（Jason

）
の
墓
の
三
次
元
計
測
を

行
っ
た
が
、
こ
の
点
を
改
め
て
確
認
で
き
て
い
る
。
一
方
で
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
墓
は
、
図
５
で
示
し
た
よ
う
に
墓
全
体
が
傾

い
て
お
り
、
歪
ん
だ
造
り
と
な
っ
て
い
た
。
過
去
の
踏
査
で
は
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
大
型
墓
は
左
右
対
称
の
精
巧
な
墓
で
あ
る
よ

う
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
た
が
、
三
次
元
計
測
を
行
う
こ
と
で
正

確
な
形
状
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
墓
の
切
削
工
具
痕

で
あ
る
。
横
穴
墓
は
石
灰
岩
質
の
岩
盤
に
造
ら
れ
て
お
り
、
墓
の

図 7　サンヘドリンの墓（エルサレム）玄関、メッシュモデルのオルソ画像
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壁
に
は
岩
盤
を
削
っ
た
跡
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
切
削
工
具
痕
は
こ
れ
ま
で
の
図
面
で
は
記
録
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
が
、
三
次
元
計
測
を
行
う
こ
と
で
墓
の
壁
面
全
て
に
関
し
て

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
墓
の
精
巧
さ
と
切
削
工
具

痕
に
つ
い
て
は
、
年
代
が
明
ら
か
な
墓
を
含
め
た
三
次
元
デ
ー
タ

の
蓄
積
が
さ
ら
に
必
要
で
は
あ
る
が
、
盗
掘
さ
れ
た
墓
の
年
代
決

定
の
指
標
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
く
に
前
者
に
関
し
て
は
、

そ
れ
以
外
の
墓
の
内
部
構
造
や
装
飾
の
類
例
な
ど
か
ら
一
世
紀
後

半
〜
二
世
紀
頃
の
特
徴
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
（
長
尾 

二
〇
二

四
）。

　

踏
査
で
得
ら
れ
た
三
次
元
デ
ー
タ
は
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
成
果
の
証
明
や
公
開
、
踏
査
の
円
滑
化
に
も
活
用

可
能
で
あ
っ
た
。
近
年
、
三
次
元
デ
ー
タ
を
公
開
・
販
売
で
き
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
るS

（
（4
（

ketchfab

が
個
人
研
究
者
や
博
物

館
、
研
究
所
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
本
踏
査
で
得
ら
れ
た

三
次
元
モ
デ
ル
を
公
開
し
て
い
る

（
（4
（

。
そ
の
役
割
と
し
て
ま
ず
成
果

の
証
明
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
装
飾
さ
れ
た
玄
関

を
持
つ
墓
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
書
籍
内
で
は
平
面
図
と
書
か
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
単
純
化
と
い
う
点
は
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
た
が
、
情
報
の
省
略
と
平
面
図
が
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
点
は
実
際

に
そ
の
墓
を
現
地
で
見
て
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ

の
墓
を
見
た
こ
と
が
な
い
第
三
者
は
、
平
面
図
が
ど
の
よ
う
な
方

法
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
精
度
で
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
判
断
し
、
再
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
こ
の
墓
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
手
実
測
全
体
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
三
次
元
モ
デ
ル
は
こ

れ
が
可
能
で
あ
る
。
論
文
や
書
籍
に
掲
載
す
る
た
め
に
は
三
次
元

モ
デ
ル
を
オ
ル
ソ
画
像
や
ト
レ
ー
ス
し
た
図
面
と
い
う
形
に
図
化

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
元
と
な
っ
た
三
次
元
モ
デ
ル
を

Sketchfab

に
公
開
す
る
こ
と
で
、
オ
ル
ソ
画
像
や
図
面
の
証
明

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
三
次
元
モ
デ
ル
の
元
と
な
る
写

真
も
公
開
す
れ
ば
、
同
じ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
で
第

三
者
が
三
次
元
モ
デ
ル
を
再
生
成
し
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
も
ち
ろ
ん
三
次
元
モ
デ
ル
が
改
変
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
手
実
測
の
図

面
と
比
べ
れ
ば
証
明
や
検
証
が
容
易
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

ま
た
、Sketchfab

を
利
用
す
る
こ
と
で
調
査
成
果
の
公
開
も

こ
れ
ま
で
に
な
い
情
報
量
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
考
古
学
者
は

平
面
図
、
断
面
図
、
立
面
図
の
組
み
合
わ
せ
で
、
頭
の
中
で
対
象

物
の
三
次
元
形
状
を
認
識
し
て
い
る
が
、
筆
者
で
も
専
門
外
の
地

域
の
遺
構
な
ど
は
図
面
や
写
真
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
場
合
が
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あ
る
。Sketchfab

に
三
次
元
モ
デ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
た

め
に
は
ポ
リ
ゴ
ン
数
を
削
減
し
容
量
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
れ
で
も
三
次
元
情
報
は
情
報
公
開
の
形
と
し
て
非
常

に
理
解
し
や
す
い
形
で
あ
る
。
標
準
の
機
能
と
し
てSketchfab

を
介
し
て
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
を
利
用
で
き
る
た
め
、
実
際
に
現
地
に
行

っ
た
よ
う
な
体
験
を
容
易
に
提
供
で
き
る
こ
と
も
利
点
で
あ
る
。

ま
た
、
筆
者
は
踏
査
の
成
果
を
報
告
し
た
際
の
内
容
の
一
部
に
つ

い
て
、Sketchfab

の
注
釈
機
能
を
利
用
し
て
三
次
元
モ
デ
ル
上

に
情
報
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
成
果
の
証
明
と
も

関
わ
る
が
、
墓
の
年
代
推
定
の
基
準
と
な
っ
た
構
造
や
そ
の
類
例
、

判
断
の
根
拠
等
の
情
報
を
三
次
元
モ
デ
ル
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

研
究
の
結
果
だ
け
で
な
く
過
程
も
公
開
可
能
と
な
り
、
第
三
者
が

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
形
で
情
報
公
開
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

Sketchfab

に
三
次
元
モ
デ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、

通
信
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
モ
バ
イ
ル
端
末
で
三
次
元
モ
デ
ル

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
踏
査
で
墓
地
や
墓
を
探

索
す
る
際
に
有
用
で
あ
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
は
そ
の
存

在
だ
け
が
過
去
の
踏
査
で
報
告
さ
れ
て
い
る
墓
地
も
多
く
、
墓
地

を
有
す
る
町
や
村
に
着
い
て
か
ら
墓
地
を
発
見
す
る
こ
と
に
一
定

の
時
間
を
要
し
て
い
た
。
そ
こ
で
町
や
村
に
着
い
て
か
ら
住
民
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
図
面
や
古
い
白
黒
写
真
で
は
伝
わ

ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、Sketchfab

に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
た
類
似
す
る
墓
の
三
次
元
モ
デ
ル
をiPad

で
見
て
も

ら
う
こ
と
を
二
〇
二
三
年
の
踏
査
か
ら
始
め
た
が
、
こ
ち
ら
が
探

し
て
い
る
墓
の
こ
と
が
適
切
に
伝
わ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
隣
接

す
る
別
の
村
の
墓
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
墓
や
墓
地

と
い
う
と
現
在
の
墓
地
に
案
内
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
僅
か
な
こ
と
な
が
ら
踏
査
が
円
滑
に
な
っ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
役
割
は
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
で
も
果
た

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
２
）
ナ
ブ
ル
ス
の
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
に
お
け
る
三
次
元
計
測

　

最
後
に
特
殊
な
状
況
下
で
行
っ
た
三
次
元
計
測
の
事
例
を
紹
介

し
た
い
。
二
〇
二
三
年
の
踏
査
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
大
都

市
で
あ
る
ナ
ブ
ル
ス
の
西
に
位
置
す
る
ザ
ワ
タ
の
墓
の
三
次
元
計

測
を
行
っ
た
。
ザ
ワ
タ
の
墓
は
パ
レ
ス
チ
ナ
観
光
・
遺
跡
庁
が
緊

急
発
掘
調
査
を
行
っ
た
墓
で
あ
る
が
、
墓
の
実
測
と
遺
物
の
整
理

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
墓
と
出
土
遺
物
で
あ
る
石
棺
の

三
次
元
計
測
を
実
施
し
た
。
そ
の
際
に
同
行
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
観

光
・
遺
跡
庁
の
ス
フ
ィ
ヤ
ン
・
イ
ダ
イ
ス
氏
（Sufyan Idais

）
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よ
り
、
ナ
ブ
ル
ス
に
位
置
す
る
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
の
三
次
元
計
測

を
依
頼
さ
れ
、
墓
の
計
測
と
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
は
ナ
ブ
ル
ス
で
最
古
・
最
大
の
モ
ス
ク
で
あ

り
、
元
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
教
会
堂
で
あ
っ
た
建
造
物
で
あ
る
。

初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
は
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
教
会
堂
か
ら
モ
ス

ク
へ
と
改
築
さ
れ
、
十
字
軍
時
代
に
は
モ
ス
ク
か
ら
教
会
堂
へ
と

戻
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
時
代
に
は
ま
た
モ
ス
ク
へ

と
改
変
さ
れ
現
在
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
増
改
築
を
繰
り
返
し
た

こ
と
か
ら
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
に
は
様
々
な
時
代
の
建
築
様
式
・
技

法
が
み
ら
れ
、
ナ
ブ
ル
ス
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
遺
構

で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
の
測
量
調
査
は

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
パ
レ
ス
チ
ナ
観
光
・
遺
跡
庁
か
ら

は
、
お
お
ま
か
な
平
面
図
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
三
次
元

モ
デ
ル
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

筆
者
ら
が
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
に
到
着
し
た
際
は
、
多
数
の
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
が
礼
拝
を
し
て
お
り
、
人
が
動
き
回
る
中
で
写
真
の

撮
影
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
が
放
棄

さ
れ
た
遺
構
で
は
な
く
、
今
も
な
お
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
利
用
さ

れ
て
い
る
モ
ス
ク
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
状

況
で
撮
影
を
行
う
こ
と
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、LiD

A
R

ス
キ

ャ
ナ
ー
と
は
異
な
り
一
定
時
間
継
続
し
て
計
測
を
行
う
必
要
が
な

い
た
め
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
ま
た
、
グ
レ
ー
ト
モ
ス
ク
は
約
七
〇
ｍ
×
一
二
ｍ
と
巨
大
な

モ
ス
ク
で
あ
り
、
当
日
中
に
も
う
一
つ
の
モ
ス
ク
の
計
測
も
予
定

し
て
い
た
た
め
、
写
真
の
枚
数
を
抑
え
て
モ
ス
ク
の
全
体
形
状
が

理
解
で
き
る
程
度
の
三
次
元
モ
デ
ル
を
目
指
し
撮
影
を
行
っ
た
。

　

計
測
結
果
は
図
８
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
実
際
の
モ
ス
ク
で

は
多
数
の
人
々
が
礼
拝
し
て
い
た
が
、
礼
拝
が
終
わ
っ
た
瞬
間
や

移
動
を
見
計
ら
い
、
極
力
人
が
存
在
し
な
い
状
態
で
の
写
真
を
撮

影
し
た
結
果
、
モ
ス
ク
の
形
状
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
撮
影
枚
数
は
一
三
一
六
枚
と
モ
ス
ク
の
大
き
さ
と
比
較
し
て

少
な
い
が
、
柱
や
柱
頭
を
歪
み
な
く
三
次
元
モ
デ
ル
化
で
き
た
。

本
事
例
か
ら
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
は
今
も
利
用
さ
れ
て
い
る
建

造
物
や
観
光
地
な
ど
人
の
多
い
場
所
で
の
計
測
に
向
い
て
い
る
と

い
え
る
。
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
撮
影
で
は
、
計
測
者
の
撮
影
方

法
次
第
で
人
や
動
物
な
ど
の
動
体
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
と
く
に
イ
ス
ラ
エ
ル
／
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
は
教
会
堂
や

モ
ス
ク
、
修
道
院
な
ど
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
宗
教
施
設
が
多

く
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

宗
教
施
設
や
観
光
地
化
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
に
正
確

な
記
録
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
実
際
は
不
正
確
な
計
測
し
か

記
録
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
例
も
多
く
、
三
次
元
計
測
に
よ
っ
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個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
の
活
用

）

一
一
九　
（
九
一
一

て
そ
れ
ら
の
再
調
査
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

５
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
で
三
次
元
計
測
を
活
用

す
る
際
の
、
計
測
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ

に
用
い
る
写
真
の
適
切
な
撮
影
方
法
、
三
次
元
計
測
の
具
体
的
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
・
検
証
し
て
き
た
。

三
次
元
計
測
は
比
較
的
容
易
な
計
測
方
法
で
は
あ
る
が
、
自
ら
の

踏
査
に
適
し
た
機
器
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
選
定
し
、
た
と
え
ば
フ

ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
の
場
合
は
そ
の
根
幹
と
な
る
写
真
の
適
切
な
撮

影
方
法
を
把
握
し
実
践
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
正
確
な

計
測
を
実
施
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
研
究
や
情
報
の
公
開
・
還
元

に
新
し
い
展
開
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
せ

た
と
考
え
て
い
る
。

　

三
次
元
計
測
の
発
達
に
伴
い
、
三
次
元
モ
デ
ル
を
考
古
学
的
研

究
に
具
体
的
に
取
り
込
む
研
究
事
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。
本
稿

で
触
れ
た
よ
う
に
、
筆
者
も
三
次
元
計
測
で
し
か
記
録
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
微
細
な
切
削
工
具
痕
や
墓
の
精
巧
さ
に
よ
っ
て
、
盗

掘
さ
れ
た
墓
を
資
料
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
三
次
元

モ
デ
ル
自
体
を
分
析
・
解
析
す
る
研
究
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
好

ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
真
価
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
三
次
元
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
一
般
的
な
記
録
・
公
開
手
段
で
あ
る
図
面

の
よ
う
に
、
自
ら
が
調
査
し
て
い
な
い
遺
跡
の
三
次
元
モ
デ
ル
を

容
易
に
閲
覧
・
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
成
果

は
あ
る
特
定
の
遺
跡
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な

っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
三
次
元
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
一
人
の
研
究
者
で
ど
う

に
か
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
三
次
元
計
測
を
用
い
た
調
査
自
体

が
増
加
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
三
次
元
計
測
に
よ
り
考
古
学
的
調
査
の
敷
居
は
下
が

っ
て
お
り
、
と
く
に
若
手
研
究
者
が
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
若
手
研
究
者
が
自
ら
企
画
立
案
し

た
踏
査
を
実
施
し
、
三
次
元
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
。
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石
井
淳
平　

二
〇
二
三
年　
「
一
人
で
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

～iPad LiD
A

R

を
利
用
し
た
地
形
計
測
～
」『
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
る
文
化
財
情
報
の
記
録
と
利
活
用
５
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究

報
告
三
七
、
四
三
―
四
八
頁

織
田
和
夫　

二
〇
一
六
年　
「
解
説
：Structure from

 M
otion 

（SfM

）
　

第
一
回　

SfM

の
概
要
と
バ
ン
ド
ル
調
整
」『
写
真
測
量
と
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
』
五
五
（
三
）、 

二
〇
六
―
二
〇
九
頁

金
井　

理　

二
〇
二
一
年　
「 SfM

-M
V

S

技
術
の
動
向
」『
写
真
測
量

と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
』
六
〇
（
三
）、
九
五
―
九
九
頁

飛
田
幹
男
・
神
谷
泉
・
中
埜
貴
元　

二
〇
一
四
年　
「
無
人
機
に
よ
る

西
之
島
地
形
計
測
の
高
精
度
化
」『
国
土
地
理
院
時
報
』
一
二
五
、

一
四
五
―
一
五
四
頁

長
尾
琢
磨　

二
〇
二
三
年　
「
ラ
マ
ッ
ラ
ー
〜
ナ
ブ
ル
ス
間
（
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
） 

に
お
け
る
墓
地
の
考
古
学
的
踏
査
」『
西
ア
ジ
ア
考

古
学
』
二
四
、 

六
一
―
七
五
頁

長
尾
琢
磨　

二
〇
二
四
年　
「
ロ
ー
マ
時
代
ユ
ダ
ヤ
人
の
離
散
状
況
─

ラ
マ
ッ
ラ
ー
〜
ナ
ブ
ル
ス
間
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）
に
お
け
る
分



個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
の
活
用

）

一
二
一　
（
一
二
一

布
調
査
（
二
〇
二
三
年
）─
」『
第
31
回
西
ア
ジ
ア
発
掘
調
査
報
告
会

報
告
集
』
五
六
―
六
〇
頁

中
野
一
也　

二
〇
一
六
年　
「
解
説
：Structure from

 M
otion 

（SfM

）
　

第
三
回　

SfM

に
よ
る
三
次
元
形
状
復
元
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い

て
」『
写
真
測
量
と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
』 

五
五
（
五
）、
三
二
一

―
三
二
四
頁

仲
林
篤
史　

二
〇
二
三
年　
「Sketchfab 

に
公
開
す
る
3
Ｄ
モ
デ
ル

の
魅
力
的
な
見
せ
方
」『
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
文
化
財
情
報
の
記

録
と
利
活
用
5
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
三
七
、 

五
八
―
六

九
頁

中
村
亜
希
子　

二
〇
二
二
年　
「SfM

-M
V

S 

に
よ
る
計
測
方
法
に
つ

い
て
」『
3
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
瓦
の
同
笵
認
識
技
術
の
基
礎
的
研

究
』
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構 
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
一

一
―
二
八
頁

西
山
伸
一
・
常
木
晃
・
渡
部
展
也
・
辰
巳
祐
樹　

二
〇
一
七
年　
「
西

ア
ジ
ア
の
テ
ル
型
遺
跡
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
技
術
的
革
新

と
展
望
：
イ
ラ
ク
・
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
の
調
査
事
例
か
ら
」『
西
ア

ジ
ア
考
古
学
』
一
八
、
九
九
―
一
一
六
頁

野
口　

淳　

二
〇
二
〇
「
三
次
元
デ
ー
タ
の
可
能
性
―
活
用
と
課
題

―
」『
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
文
化
財
情
報
の
記
録
と
利
活
用
2
』

奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告 

二
四
、
五
九
―
七
〇
頁

野
口　

淳　

二
〇
二
三
年　
「
文
化
財
３
次
元
デ
ー
タ
概
論 2022

」

『
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
文
化
財
情
報
の
記
録
と
利
活
用
５
』
奈
良

文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
三
七
、
一
―
一
三
頁

野
口
淳
・
中
島
将
太
・
髙
木
翼
郎　

二
〇
二
三
年　
「
モ
バ
イ
ル
ス
キ

ャ
ン
に
よ
る
迅
速
な
遺
構
計
測
と
埋
蔵
文
化
財
調
査
へ
の
効
果
―
東

京
都
小
金
井
市
平
代
坂
横
穴
墓
の
事
例
―
」『
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

る
文
化
財
情
報
の
記
録
と
利
活
用
５
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
報

告
三
七
、
三
三
―
三
九
頁

布
施
孝
志　

二
〇
一
六
年　
「
解
説
：Structure from

 M
otion 

（SfM

）
　

第
二
回　

SfM

と
多
視
点
ス
テ
レ
オ
」『
写
真
測
量
と
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
』
五
五
（
四
）、
二
五
九
―
二
六
二
頁

モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
協
会　

二
〇
二
三
年　
「
モ
バ
イ
ル
端
末
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
手
法
と
利
活
用
」『
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る

文
化
財
情
報
の
記
録
と
利
活
用
５
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告

三
七
、
一
四
―
一
八
頁

山
口
欧
志　

二
〇
二
二
年　
「
異
な
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
実
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
構
築
し
た
瓦
の
三
次
元
モ
デ
ル
の
比
較
」『
３
次
元
デ
ー

タ
に
よ
る
瓦
の
同
笵
認
識
技
術
の
基
礎
的
研
究
』
独
立
行
政
法
人
国

立
文
化
財
機
構 

奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
三
―
二
六
頁

渡
部
展
也　

二
〇
二
三
年　
「
農
業
集
落
と
し
て
み
た
十
字
軍
時
代
の

ベ
イ
テ
ィ
ン
遺
跡 

（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）：
農
業
・
水
利
関
連
施

設
の
分
析
と
考
察
か
ら
」『
史
学
』
九
二
（
一
／
二
）、
三
五
―
六
七

頁
註（

1
）　

考
古
学
的
な
踏
査
は
発
掘
調
査
の
第
一
段
階
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
自
体
が
主
要
な
調
査
方
法
で
も
あ
る
。
バ

ニ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
踏
査
の
範
囲
は
多
岐
に
渡
り
、
地
域
全
体
で

遺
跡
や
遺
物
を
見
つ
け
る
可
能
性
を
高
め
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
、

現
代
の
地
表
面
の
明
確
な
特
徴
や
人
工
物
の
目
視
調
査
、
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
地
下
探
査
な
ど
が
含
ま
れ
る
（Ban-
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一
二
二　
（
二
二
一

ning 2002, 1

）。
本
稿
で
は
発
掘
調
査
の
第
一
段
階
で
は
な
い
遺

跡
の
表
面
的
調
査
を
踏
査
と
定
義
す
る
。

（
2
）　

た
と
え
ば
、
ラ
マ
ッ
ラ
ー
に
位
置
す
る
テ
ル
・
エ
ン
・
ナ
ス
ベ

の
墓
地
は
一
部
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
が
（M

cCow
n 1947

）、
開

発
に
よ
り
全
て
破
壊
さ
れ
た
た
め
墓
地
は
現
存
し
て
い
な
い
。

（
3
）　Light D

etection A
nd Ranging

ま
た
はLaser Im

aging 
D

etection A
nd Ranging

の
略
称
。
近
赤
外
光
や
紫
外
線
を
利

用
し
て
対
象
物
に
光
線
を
照
射
し
、
そ
の
反
射
光
か
ら
対
象
物
と

の
距
離
や
状
態
を
測
定
す
る
技
術
。

（
4
）　Structure-from

-M
otion

（SfM

）
は
、
撮
影
し
た
複
数
の
写

真
か
ら
、
カ
メ
ラ
の
位
置
・
姿
勢
推
定
を
行
い
、
疎
な
三
次
元
点

群
（
タ
イ
ポ
イ
ン
ト
）
を
生
成
す
る
手
法
。M

ulti-V
iew

-Stereo

（M
V

S

）
は
、
多
視
点
ス
テ
レ
オ
法
に
よ
り
密
な
三
次
元
点
群

（
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
）
を
生
成
す
る
手
法
。SfM

は
基
本
的
に

は
写
真
測
量
の
原
理
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
処
理
が
自
動

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
織
田 

二
〇
一
六
：
二
〇
六
）
や
画
像
間
の

対
応
点
抽
出
、
対
応
点
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が

向
上
し
て
い
る
こ
と
（
渡
部 

二
〇
二
三
、
三
七
）
が
特
徴
で
あ
る
。

（
5
）　

本
稿
で
はSfM
-M

V
S

法
に
よ
る
写
真
計
測
を
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ

ト
リ
と
呼
称
す
る
。

（
6
）　

地
上
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
（T

LS: T
errestrial Laser 

Scanner

）
と
も
呼
称
さ
れ
る
。

（
7
）　

車
両
搭
載
型
（M

M
S: M

obile M
apping System

）、U
A

V

搭
載
型
（U

LS: U
A

V
 Laser Scanning

）、
手
持
ち
型
な
ど
。

（
8
）　

た
と
え
ば
、
ラ
イ
カ
のBLK

 360

は
三
脚
等
の
ア
ク
セ
サ
リ

を
含
ま
な
い
最
低
価
格
で
二
万
六
千
八
百
五
ド
ル
（https://shop.

leica-geosystem
s.com

/leica-blk/blk360/buy

、
閲
覧
日
：
二

〇
二
四
年
七
月
一
六
日
）、
中
長
距
離
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
中
で
は
廉
価

で
あ
る
マ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
のM

atterport Pro3

は
最
低
価
格
で

五
千
九
百
九
五
ド
ル
（https://support.m

atterport.com
/s/ar-

ticle/M
atterport-Price-List?language=en_U

S

、
閲
覧
日
：

二
〇
二
四
年
七
月
一
六
日
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
デ
ー
タ

の
書
き
出
し
や
複
数
ス
キ
ャ
ン
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
た
め
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ア
プ
リ
が
必
要
と
な
る
。

（
9
）　

た
と
え
ば
、
レ
ヴ
ォ
ポ
イ
ン
ト
のM

IRA
CO

 3D

ス
キ
ャ

ナ
ー
は
、
三
脚
等
の
ア
ク
セ
サ
リ
を
含
み
二
十
万
七
千
円

（https://w
w

w
.revopoint3d.jp/products/standalone-3d-

scanner-m
iraco?variant=43433528033449

、
閲
覧
日
：
二
〇

二
四
年
七
月
一
七
日
）
で
あ
る
。

（
10
）　Building Inform

ation M
odeling

の
略
称
。
三
次
元
モ
デ
ル

に
部
材
の
コ
ス
ト
や
管
理
情
報
な
ど
様
々
な
属
性
デ
ー
タ
を
追
加

し
た
デ
ー
タ
を
施
工
管
理
な
ど
で
活
用
す
る
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
指

す
。
関
連
す
るH

BIM

（H
eritage BIM

）
は
こ
れ
を
文
化
財
に

適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
11
）　

遺
物
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
よ
る
計
測
例
と
し
て
、
テ
ル
・

エ
ル
・
ブ
ラ
ク
（
レ
バ
ノ
ン
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（Göttlich et al. 

2021

）。
遺
構
の
計
測
例
と
し
て
は
聖
ヒ
ラ
リ
オ
ン
修
道
院
（
ガ
ザ

地
区
）（A

lby et al. 2013

）
や
ベ
イ
テ
ィ
ン
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

区
）（
渡
部 

二
〇
二
三
）、
地
形
の
計
測
例
は
西
之
島
（
飛
田
ほ
か　

二
〇
一
四
）
な
ど
。

（
12
）　

織
田 

二
〇
一
六
、
中
野 

二
〇
一
六
、
布
施 

二
〇
一
六
、
金
井 

二
〇
二
一
に
詳
し
い
。



個
人
や
少
人
数
で
の
海
外
踏
査
に
お
け
る
三
次
元
計
測
の
活
用

）

一
二
三　
（
三
二
一

（
13
）　

三
次
元
モ
デ
ル
に
お
い
て
物
体
の
質
感
を
表
現
す
る
た
め
に
使

わ
れ
る
画
像
。

（
14
）　

電
子
機
器
が
処
理
可
能
な
信
号
の
最
大
値
と
最
小
値
の
比
率
や

そ
の
範
囲
。
カ
メ
ラ
の
場
合
は
明
暗
の
幅
を
指
す
。

（
15
）　

参
考
ま
で
に
、
筆
者
は
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
用
にCanon

の

EO
S 90D

（A
PS-C

機
）
を
使
用
し
て
い
る
。
購
入
時
に
は
ミ

ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
持
ち
は
今
よ
り
も
悪
か
っ

た
た
め
、
ま
ず
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
選
択
し
た
。
そ
し
て
、
軽
さ

と
価
格
の
安
さ
、
所
持
す
る
レ
ン
ズ
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り

A
PS-C

機
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
同
じ
レ
ン
ズ
で
あ
れ
ば
、A

PS-C

機
は
フ
ル
サ
イ
ズ
機
よ
り
も
約
1.5
倍
望
遠
に
な
る
た
め
、
フ
ォ
ト

グ
ラ
メ
ト
リ
だ
け
で
な
く
調
査
時
に
行
う
望
遠
撮
影
を
安
価
に
行

え
る
と
い
う
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

（
16
）　

近
年
三
次
元
モ
デ
ル
の
ウ
ェ
ブ
公
開
が
進
ん
で
お
り
、
中
に
は

自
ら
の
撮
影
機
器
や
枚
数
な
ど
の
情
報
を
含
め
て
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
実
際
に
こ
れ
ら
を
見
比
べ
て
み
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
の
カ
メ
ラ
で
も
カ
メ
ラ
性
能
だ
け
で
な
く
撮

影
環
境
の
整
備
、
撮
影
方
法
の
工
夫
、
カ
メ
ラ
設
定
の
調
整
な
ど

で
、
高
品
質
な
三
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
可
能
な
こ
と
が
分
か
る
。

た
と
え
ば
、Sketchfab

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る

「A
valokitesvara （T

housand-arm
ed Goddess

） 

千
手
観
音
」

（https://sketchfab.com
/3d-m

odels/avalokitesvara-thousand-
arm

ed-goddess-7fdfdf260cf64f42b74d8c452adae5bd

、
閲
覧

日
：
二
〇
二
四
年
七
月
一
七
日
）
と
い
う
三
次
元
モ
デ
ル
は
、iP-

hone 6S Plus

で
撮
影
さ
れ
た
一
四
五
〇
枚
の
写
真
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
が
、
光
背
の
細
部
ま
で
抜
け
や
変
形
が
な
く
計
測
で
き
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

（
17
）　Cloudcom

pare

な
ど
の
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る

こ
と
で
座
標
や
ス
ケ
ー
ル
の
付
与
が
で
き
る
た
め
、
予
算
を
抑
え

る
た
め
にStandard Edition

を
購
入
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ

る
。

（
18
）　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、GPU

が
搭
載
さ
れ
た
基
盤
で
あ

り
、
パ
ソ
コ
ン
の
映
像
出
力
、
処
理
を
担
う
パ
ー
ツ
で
あ
る
。
通

常
の
パ
ソ
コ
ン
はCPU

搭
載
のGPU

で
十
分
で
あ
る
が
、
三
次

元
情
報
の
処
理
や
高
画
質
の
映
像
処
理
を
十
分
に
行
う
た
め
に
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
別
途
搭
載
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。

（
19
）　CU

D
A

と
はN

vidia

社
のGPU

で
並
列
実
行
さ
せ
る
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
最
新
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド

で
あ
れ
ばRealityCapture

の
推
奨
を
満
た
し
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。N

V
ID

IA
.developer - CU

D
A

 GPU

（https://
developer.nvidia.com

/cuda-gpus

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月

二
〇
日
）
で
確
認
可
能
。

（
20
）　

ま
ずRealityCapture

とM
etashape

そ
れ
ぞ
れ
で
ア
ラ
イ

ン
メ
ン
ト
処
理
を
行
っ
た
。RealityCapture

側
の
ア
ラ
イ
ン
メ

ン
ト
設
定
を
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
と
す
る
こ
と
で
、M

etashape

側

の
「
精
度
：
高
」、「
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
限
：40000

」、「
タ
イ
ポ
イ

ン
ト
制
限
：10000

」
と
等
し
い
設
定
と
な
る
。
そ
の
後
、Reali-

tyCapture

側
で
「N

orm
al D

etail

」
且
つ
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
で

メ
ッ
シ
ュ
の
構
築
を
行
っ
た
。
生
成
さ
れ
た
メ
ッ
シ
ュ
の
ポ
リ
ゴ

ン
数
を
確
認
し
、M

etashape

の
メ
ッ
シ
ュ
構
築
設
定
の
「
ポ
リ

ゴ
ン
数
」
→
「
カ
ス
タ
ム
」
で
同
じ
ポ
リ
ゴ
ン
数
を
入
力
し
、
メ

ッ
シ
ュ
の
構
築
を
行
っ
た
。RealityCapture

で
は
ポ
イ
ン
ト
ク



史
　
　
　
学

　
第
九
四
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
二
四　
（
四
二
一

ラ
ウ
ド
も
メ
ッ
シ
ュ
構
築
の
際
に
生
成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
メ
ッ

シ
ュ
完
成
後
に
メ
ッ
シ
ュ
の
頂
点
か
ら
生
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り

（https://rchelp.capturingreality.com
/en-U

S/tutorials/
quickstart_6_com

puteM
odel.htm

、
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年

七
月
二
〇
日
）、
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
か
ら
メ
ッ
シ
ュ
が
構
築
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、M

etashape

側
で
は
ポ
イ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
の
構
築
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
21
）　

立
体
を
表
す
デ
ー
タ
形
式
の
一
つ
で
あ
る
ポ
リ
ゴ
ン
メ
ッ
シ
ュ

の
こ
と
。
頂
点
同
士
を
結
ん
で
作
ら
れ
る
面
が
集
合
し
た
中
空
の

構
造
で
形
状
を
表
す
。

（
22
）　

調
査
地
で
処
理
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
筆
者
所
有
の
調
査
用

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
処
理
を
行
っ
た
。CPU

はCore i9-
12900H

X

、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド
はN

vidia Geforce RT
X

 
4080 Laptop

、
メ
モ
リ
は64GB

で
あ
る
。
撮
影
機
器
はCanon

のEO
S 90D

、
レ
ン
ズ
は
同
社
の
単
焦
点
広
角
レ
ン
ズ EF-

S24m
m

を
使
用
し
た
。
ま
た
、RA

W

現
像
は
行
わ
ず
、
カ
メ
ラ

内
で
変
換
さ
れ
たJPEG

フ
ァ
イ
ル
（6960

×4640
ピ
ク
セ
ル
）

を
利
用
し
た
。

（
23
）　https://dev.epicgam

es.com
/com

m
unity/learning/

know
ledge-base/W

j7B
/capturing-reality-realitycap-

ture-os-and-hardw
are-requirem

ents?locale=ja-jp

を
参
照

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月
二
一
日
）

（
24
）　Scaniverse

に
はSplat

とM
esh

の
二
つ
の
計
測
方
法
が
あ

り
、M

esh

を
選
択
し
た
場
合
は
計
測
対
象
の
大
き
さ
に
合
わ
せ

て
計
測
モ
ー
ド
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
型
の
対
象
物
は

Sm
all O

bject

、
中
型
の
対
象
物
はM

edium
 O

bject

、
大
型
の

対
象
物
や
広
範
囲
の
領
域
はLarge O

bject/A
rea

モ
ー
ド
を
選

択
す
る
。

（
25
）　

博
物
館
に
よ
っ
て
は
写
真
撮
影
や
三
次
元
計
測
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
施
設
も
あ
る
た
め
、
モ
バ
イ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
行
う
前
に
は
施

設
の
情
報
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

（
26
）　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
東
京
文
化
財
研
究
所
・
文
化
遺
産
国
際

協
力
セ
ン
タ
ー
の
安
倍
雅
史
氏
よ
り
デ
ー
タ
を
提
供
い
た
だ
い
た
。

（
27
）　

調
査
時
は
異
な
る
計
測
法
の
比
較
と
い
う
意
図
は
な
く
、

Scaniverse

が
Ａ
Ｒ
表
示
機
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、
Ｗ
Ｓ
47
号

墓
を
Ａ
Ｒ
上
で
表
示
す
る
た
め
の
ス
キ
ャ
ン
で
あ
っ
た
。
光
の
強

さ
や
太
陽
光
の
角
度
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
の
質
感
が
変
わ
る
た
め
、

厳
密
に
比
較
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
同
時
刻
に
計
測
し
た
方
が
よ
い
。

（
28
）　M

etashape

で
生
成
し
た
三
次
元
モ
デ
ル
は
東
京
文
化
財
研

究
所
のSketchfab

で
公
開
し
て
い
る
。https://sketchfab.

com
/3d-m

odels/w
s47-burial-m

ound-b15529c73bc-
247ce80ac09a5dc781985

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月
二
一

日
）

（
29
）　https://m

obilescan.jp/

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月
二
二

日
）
に
詳
し
い
。

（
30
）　https://scaniverse.com

/support/no-lidar-no-problem

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月
二
二
日
）

（
31
）　

写
真
を
も
と
に
ガ
ウ
ス
分
布
（
広
が
り
を
持
っ
た
楕
円
体
形

状
）
の
重
ね
合
わ
せ
で
三
次
元
映
像
を
表
現
す
る
手
法
。
照
明
と

反
射
状
況
を
正
確
に
表
現
で
き
る
た
め
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
や
フ

ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
が
苦
手
と
す
る
光
沢
・
反
射
の
あ
る
物
体
も
扱

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
メ
ッ
シ
ュ
を
用
い
る
三
次
元
モ
デ
ル
化
は



個
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行
わ
れ
な
い
。

（
32
）　N

eural Radiance Fields

の
略
称
。
写
真
か
ら
深
層
学
習

（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
用
い
て
三
次
元
デ
ー
タ
を
生
成
す
る

手
法
。
光
沢
・
反
射
の
あ
る
物
体
も
三
次
元
モ
デ
ル
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
深
層
学
習
に
よ
る
予
測
で
生
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

実
際
の
対
象
物
の
計
測
と
は
異
な
る
。

（
33
）　W

atanabe 2017

、
中
村 

二
〇
二
二
な
ど
に
詳
し
い
。

（
34
）　U

A
V

に
よ
る
三
次
元
計
測
は
、
西
山
ほ
か　

二
〇
一
七
、

Pepe et al. 2022
に
詳
し
い
。

（
35
）　

た
と
え
ば
エ
ジ
プ
ト
で
はU

A
V

の
持
ち
込
み
と
飛
行
が
禁
止

さ
れ
て
お
り
、U

A
V

を
利
用
す
る
た
め
に
は
現
地
で
認
可
を
得

て
い
る
会
社
か
ら
ド
ロ
ー
ン
ク
ル
―
を
雇
う
必
要
が
あ
る

（https://w
w

w
.drone-m

ade.com
/post/egypt-drone-law

s

、

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
九
月
一
六
日
）。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は

U
A

V

の
持
ち
込
み
自
体
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
飛
行
禁
止

区
域
が
多
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
や
そ

の
国
境
沿
い
全
体
が
飛
行
禁
止
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い
る

（https://w
w

w
.google.com

/m
aps/d/u/0/view

-
er?m

id=1BT
PbRw

w
eccCV

vY
lvW

nA
hw

A
5-K

fw
&

ll=31.9
90395098077826%

2C35.445234269295234&
z=9

、
閲
覧
日
：

二
〇
二
四
年
九
月
一
六
日
）。

（
36
）　Global Navigation Satellite System

の
略
。GPS

やGLON-
A

SS

、Q
ZSS

（
み
ち
び
き
）
な
ど
の
測
位
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
る
。

（
37
）　Real T

im
e K

inem
atic

の
略
称
。
固
定
局
と
移
動
局
の
二
つ
の

受
信
機
で
四
つ
以
上
の
衛
星
か
ら
信
号
を
受
信
す
る
技
術
で
、
二

つ
の
受
信
機
の
間
で
情
報
を
や
り
と
り
し
て
ズ
レ
を
補
正
す
る
こ

と
で
、
単
独
測
位
よ
り
も
精
度
の
高
い
位
置
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
（https://w

w
w

.softbank.jp/biz/blog/business/arti-
cles/202009/rtk-gps/

、
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
七
月
二
五
日
）

（
38
）　

背
景
や
ラ
イ
ト
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
を
含
む
写
真
撮
影
ス
タ
ジ

オ
で
あ
るFO

LD
IO

 3

を
用
い
た
遺
物
の
撮
影
方
法
はK

aneda 
et al. 2022

に
詳
し
い
。

（
39
）　

編
集
・
保
存
を
し
た
場
合
に
劣
化
が
進
む
の
で
あ
っ
て
、
フ
ォ

ル
ダ
移
動
や
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
で
は
劣
化
は
生
じ
な
い
。

（
40
）　

本
モ
デ
ル
は
筆
者
のSketchfab

で
公
開
し
て
い
る
。

https://sketchfab.com
/3d-m

odels/rock-cut-tom
b-deir-ed-

derb-ad5fad13d84d4494b09733d359d4abf9

（
閲
覧
日
：
二
〇

二
四
年
七
月
二
六
日
）

（
41
）　

奥
行
や
高
低
差
が
反
映
さ
れ
た
中
心
投
影
の
モ
デ
ル
を
正
射
変

換
し
正
射
投
影
を
行
っ
た
画
像
。

（
42
）　

本
稿
で
はSketchfab

に
つ
い
て
は
詳
細
に
解
説
し
な
い
が
、

仲
林 

二
〇
二
三
に
詳
し
い
。

（
43
）　https://sketchfab.com

/Palestine-A
rc-Project

（
閲
覧
日
：

二
〇
二
四
年
七
月
三
〇
日
）


